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平成12年度通常総会

収入予算、初めて一億円超える

JAC100周 年に向けて抱負を述べる大塚会長

平
成
十
二
年
度
通
常
総
会
が
五
月
二
十

日
午
後
二
時
か
ら
、
東
京

・
三
崎
町
の
東

京
グ
リ
ー
ン
ホ
テ
ル
水
道
橋
で
開
か
れ
た
。

総
会
に
は
、
会
員
百
五
十
人
が
出
席
、
①

平
成
十

一
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決

算

・
財
産
目
録
承
認
の
件
　
②
平
成
十
二

年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
承
認
の
件

③
平
成
十
二
年
度
除
籍
者
の
件
―
に
つ
い

て
慎
重
審
議
、
活
発
な
質
疑
応
答
の
の
ち
、

い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
承
認
し
た
。

（事
業
報
告
等
の
詳
細
内
容
は
別
掲
）

■
会
長
報
告

百
周
年
へ
の
土
台
づ
く
り
進
む

議
案
審
議
に
先
立
ち
、
大
塚
博
美
会
長

は
次
の
よ
う
に
報
告
し
た
。

「私
の
任
期
は
、
や
が
て
く
る
創
立
百
周

年
に
備
え
て
の
上
台
づ
く
り
の
期
と
し
た

い
、
と
考
え
て
き
た
。
百
周
年
は
、
ど
う

い
う
こ
と
か
、
だ
ん
だ
ん
そ
の
骨
格
が
見

え
て
き
た
。
抱
負
を
述
べ
た
い
。

第

一
は
活
発
な
、
そ
し
て
創
造
的
な
記

念
の
登
山
で
あ
る
。
ア
ル
パ
イ
ン
ク
ラ
ブ

と
し
て
当
然
だ
が
、
ぜ
ひ
伝
統
を
引
き
継

い
だ
日
本
山
岳
会
ら
し
い
登
山
を
実
施
し

た
い
。
第
二
は
、
記
念
誌
と
し
て
百
年
史

　
＞

を
き
ち
ん
と
出
す
こ
と
だ
。
い
ま
委
員
会

　

Ｈ

で
準
備
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
む
ず
か
し

い
問
題
を
多
々
か
か
え
て
い
る
よ
う
だ
が
、

文
化
的
な
事
業
の
エ
ベ
レ
ス
ト
に
挑
戦
と

思

っ
て
い
る
。
そ
れ
ぐ
ら
い
む
ず
か
し
い
。

会
の
全
力
を
あ
げ
て
支
援
し
た
い
。

こ
れ
に
関
し
て
痛
感
し
て
い
る
の
は
、

海
外
か
ら

『日
本
の
情
報
が
伝
わ

っ
て
こ

な
い
』
と
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
だ
。
こ
の

一
年
間
、
米
国
、
カ
ナ
ダ
、
中
国
、
韓
国
、

イ
ン
ド
、
ネ
パ
ー
ル
な
ど
の
山
岳
会
か
ら

表
敬
訪
間
を
受
け
た
が
、
『日
本
の
登
山

活
動
は
活
発
な
の
に
、
そ
の
情
報
が
ど
う

し
て
伝
わ

っ
て
こ
な
い
の
か
』
、
と
い
わ

れ
る
。

百
年
史
は
英
文
で
も
、
き
ち
ん
と
し
た

鰍
一̈榊
¨̈̈
¨

”̈議

欄
＝
縣
難
柵
麟
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も
の
を
出
し
た
い
。
い
ま
ま
で
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば
、
自
分
の
殻
の
な
か
に
閉
じ
こ

も

っ
て
い
た
が
、
日
本
山
岳
会
の
歴
史
と

活
動
を
広
く
世
界
に
開
示
し
た
い
。
記
念

の
登
山
に
は
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
な
ど
を
活

用
し
情
報
を
広
く
伝
え
て
い
き
た
い
。

第
二
は
記
念
事
業
だ
。
式
典
、
展
覧

会

・
展
示
会
、
各
種
事
業
な
ど
。
こ
れ
は

支
部
を
含
め
て
、
八
十
周
年
、
九
十
周
年

を
経
て
の
経
験
も
あ
り
、
そ
れ
ほ
ど
心
配

は
し
て
い
な
い
が
、
財
政
的
な
備
え
は
じ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
ら
三
つ
の
視
点
は
定
ま

っ
た
と
思

う
。
記
念
の
登
山
な
ど
、
ま
だ
具
体
的
に

は
決
ま

っ
て
い
な
い
が
、
と
に
か
く
や
っ

て
い
き
た
い
」

■
事
業
報
告

ｏ
収
支
決
算

活
発
だ
っ
た
海
外
と
の
交
流

こ
の
日
の
総
会
に
は
二
千
七
百
十
八
の

委
任
状
が
提
出
さ
れ
た
。
二
月
末
の
会
員

は
五
千
九
百
十
五
人
で
あ
り
、
出
席
者
を

合
わ
せ
る
と
、
会
員
の
三
分
の

一
を
上
回

っ
て
お
り
、
総
会
は
成
立
し
た
。
議
事
録

の
署
名
人
に
は
中
川
幸
平
、
染
谷
美
佐
子

の
両
会
員
が
指
名
さ
れ
た
。

平
成
十

一
年
度
の
事
業
報
告
は
西
村
政

晃
総
務
担
当
常
務
理
事
、
収
支
決
算
及
び

財
産
目
録
は
村
井
龍

一
財
務
担
当
常
務
理

事
が
詳
細
に
説
明
し
た
。

［事
業
報
告
］
全
国
支
部
、
委
員
会
、
同

好
会
を
通
じ
て
活
発
な
事
業
活
動
が
あ

っ

た
。海

外
か
ら
は
多
く
の
人
が
み
え
た
。
カ

ナ
ダ
山
岳
会
の
マ
イ
ク

・
モ
ー
テ
イ
マ
ー

会
長
、
中
国
登
山
協
会
の
曽
主
席
、
韓
国

山
岳
会
の
モ
ン
会
長
、
ネ
パ
ー
ル
山
岳
会

の
タ
シ

・
ザ
ン
ブ
ｌ

ｏ
シ
ェ
ル
パ
会
長
ら
。

ま
た
米
国
山
岳
会
を
代
表
し
て
ア
メ
リ
カ

ン

・
ア
ル
パ
イ
ン

・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
編
集
長

の
ベ
ッ
ク
ウ
イ
ズ
氏
が
来
日
さ
れ
た
。
こ

れ
に
対
し
日
本
山
岳
会
は
中
国
、
カ
ナ
ダ

な
ど
を
訪
問
し
た
。
海
外
交
流
は
活
発
だ

つ
た
。

国
内
で
は
、
六
月
に
は
ウ

ェ
ス
ト
ン
祭

が
信
濃
支
部
の
尽
力
で
開
催
さ
れ
た
。
九

月
に
は
自
然
保
護
全
国
集
会
が
栗
駒
世
界

谷
地
原
生
花
園
で
行
わ
れ
た
。
十
月
に
は

岐
阜
支
部
の
主
管
で
全
国
支
部
懇
談
会
が

大
垣
で
催
さ
れ
た
。
十
二
月
に
は
年
次
晩

餐
会
が
六
百
二
十

一
人
の
参
加
を
得
て
盛

大
に
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
ほ
か
、
ネ
パ
ー
ル

・
シ
バ
プ
リ
で

の
し
ゃ
く
な
げ
の
植
林
、
マ
ツ
キ
ン
リ
ー

気
象
観
測
機
器
設
置
登
山
が
引
き
続
き
行

わ
れ
た
。
九
月
に
は
日
中
学
生
友
好
登
山

隊
が
中
国

・
四
川
省

の
雪
宝
頂
に
登
頂
、

上
高
地

・
山
岳
研
究
所
で
は
ミ
ニ
水
力
発

電
施
設
の
設
置
が
終
了
し
、
こ
の
五
月
に

完
成
式
が
あ

っ
た
。

［収
支
決
算
等
］
収
支
決
算
は
、
収
入
が

九
千
五
百
二
十
七
万
円
と
な
り
、
予
算
を

千
百
九
十
二
万
円
上
回
っ
た
。

予
算
外
収
入
の
う
ち
、
補
助
金
収
入
の

三
百
万
円
は
ネ
パ
ー
ル
の
し
ゃ
く
な
げ
植

林
に
対
す
る
環
境
事
業
団
環
境
基
金
か
ら

の
助
成
金
。
ま
た
、
特
定
預
金
取
崩
収
入

と
し
て
長
期
計
画
積
立
金
を
六
百
七
十
五

万
円
取
り
崩
し
た
が
、
こ
れ
は
山
研
に
設

置
し
た
ミ
ニ
水
力
発
電
施
設
に
対
す
る
も

の
で
、
東
京
電
力
お
よ
び
中
部
電
力
、
原

子
力
発
電
か
ら
い
た
だ
い
た
四
百
七
十
五

万
円
に
加
え
平
成
九
～
十
年
度
に
計
二
百

万
円
を
積
み
立
て
て
い
た
も
の
。

会
費

・
入
会
金
は
七
千
三
百
六
十
二
万

円
で
収
入
全
体
の
七
七

・
三
パ
ー
セ
ン
ト

を
占
め
た
。
会
費
納
入
率
は
九
七

・
四
パ

ー
セ
ン
ト
の
高
率
を
維
持
し
て
い
る
。

支
出
は
九
千
三
百
七
十

一
万
円
で
、
予

算
を
九
百
五
十
二
万
円
上
回

っ
た
。
上
回

っ
た
の
は
、
ネ
パ
ー
ル
の
植
林
事
業
、
山

研
の
水
力
発
電
施
設
の
ほ
か
、
管
理
の
た

め
の
パ
ソ
コ
ン
費
用
な
ど
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
結
果
、
当
期
収
支
は
三
百
五

十
五
万
の
黒
字
に
な

っ
た
。
次
期
繰
越
は

前
年
度
よ
り
二
百
四
十
万
円
ふ
え
て

一
千

七
百
六
十
六
万
円
。
正
味
財
産
は
ミ
ニ
水

力
発
電
施
設
が
加
わ

っ
た
こ
と
な
ど
に
よ

り
、
二
億
九
千
九
百
六
十
四
万
円
と
な

っ

た
。図

書
に
つ
い
て
、
平
成
十

一
年
度
は
二

百
六
十
五
冊
の
和
書
の
受
け
入
れ
が
あ

っ

た
。
こ
の
結
果
、
和
書
は

一
万
冊
を
超
え

た
。
洋
書
と
合
わ
せ
計

一
万
三
千
七
百
三

十
冊
が
図
書
室
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
に
対
し
神
崎
忠
男

・
中
村
保
両

監
事
か
ら
収
支
計
算
書
等
が
正
確
妥
当
で

あ
り
、
さ
ら
に
理
事
の
業
務
執
行
が
誠
実

に
行
わ
れ
た
こ
と
を
認
め
る
監
査
報
告
が

あ

っ
た
。
神
崎
監
事
か
ら
は

「正
確
で
あ

っ
た
が
、
銀
行
預
金
な
ど
に
長
く
固
定
し

て
い
た
り
偏

っ
て
い
る
も
の
が
あ
り
、
資

産

の
運
用
に
つ
い
て
考
え
た
ほ
う
が
い

い
」
と
の
発
言
が
あ

っ
た
。

■
十
二
年
度
事
業
計
画

ｏ
収
支
予
算

八
月
に
ア
ル
バ
ー
タ
記
念
登
頂

平
成
十
二
年
度
の
事
業
計
画

・
収
支
予

算
に
つ
い
て
も
、
西
村
常
務
理
事
、
村
井

常
務
理
事
が
詳
細
に
説
明
し
た
。

［事
業
報
告
］
主
な
事
業
は
、
①
ア
ル
バ

ー
タ
二
〇
〇
〇
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
と
し
て
ア
　
＞

ル
バ
ー
タ
峰
登
山
及
び
ト
レ
ツ
キ
ン
グ
　
曖

②
全
国
支
部
懇
談
会
を
東
九
州
支
部
の
主

管
で
別
府
で
開
催
　
③
日
中
友
好
二
十
周

年
記
念
事
業
を
開
催
　
④
年
次
晩
餐
会
に

あ
わ
せ
二
〇
〇
〇
年
記
念
「山
岳
写
真
展
」

を
開
催
　
⑤
マ
ツ
キ
ン
リ
ー
気
象
観
測
機

器
設
置
登
山
隊
の
派
遣

（最
終
）
―
な
ど
。

ア
ル
バ
ー
タ
二
〇
〇
〇
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

に
は
ト
レ
ツ
キ
ン
グ
に
八
十

一
人
が
参
加

の
予
定
。
カ
ナ
ダ
山
岳
会
と
合
同
で
行
う

ア
ル
バ
ー
タ
登
山
は
、
槙
有
恒
隊
が
登
頂

し
て
以
来
七
十
五
年
ぶ
り
と
な
る
。

日
中
友
好
二
十
周
年
記
念
事
業
は
、
日

中
合
同
で
チ
ョ
モ
ラ
ン
マ
に
北
壁
か
ら
登

頂
し
て
以
来
、
二
十
年
た
つ
の
を
記
念
し

た
も
の
。
中
国
と
日
本
の
学
生
が
合
同
で
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日
本
ア
ル
プ
ス
に
登
山
す
る
と
同
時
に
記

念
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
す
る
計
画
。
年
次

晩
餐
会
で
の

「山
岳
写
真
展
」
は
、
す
で

に
公
募
し
て
お
り
、
百
数
十
点
を
展
示
す

る
予
定
だ
。

［収
支
予
算
］
こ
れ
ら
に
対
す
る
予
算
は
、

収
入
を
前
期
繰
越
を
含
め

一
億
二
十
七
万

円
と
し
た
。
初
め
て

一
億
円
を
超
え
る
規

模
と
な

っ
た
。
会
費

・
入
会
金
収
入
が
当

期
収
入
の
八
六

・
九
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め

る
。
受
取
利
息
は
低
金
利
を
反
映
し
七
十

万
円
か
ら
二
十
万
円
の
大
幅
減
額
。

支
出
は
前
期
比
三
百
五
十
八
万
円
増
の

八
千
六
百
七
十
八
万
円
。
そ
の
他
事
業
費

を
四
百
万
円
ふ
や
し
た
が
、
こ
れ
は
ミ
ニ

水
力
発
電
施
設
、
日
中
友
好
記
念
事
業
、

二
〇
〇
〇
年
記
念

「山
岳
写
真
展
」
な
ど

の
た
め
。
運
営
管
理
費
は
、
会
員
名
簿
を

作
成
し
な
い
た
め
計
百
五
十
三
万
円
の
減

少
。
こ
れ
ら
の
結
果
、
収
支
は
四
百
十
七

万
円
の
マ
イ
ナ
ス
と
な
る
。

平
成
十
二
年
度
の
除
籍
対
象
者
は
六
十

二
人
と
な

っ
た
。
会
費
を
二
年
間
滞
納
し

た
人
が
対
象
と
な
る
。
実
際
の
除
籍
者
は
、

昨
年
度
は
三
十
四
人
、
前
々
年
度
は
三
十

八
人
だ

っ
た
。
こ
れ
に
関
し
、
知
人
に
声

を
か
け
て
会
費
を
納
め
て
留
ま
る
よ
う
勧

め
て
ほ
し
い
と
い
う
要
請
が
あ

っ
た
。
ま

た
、
報
告
事
項
と
し
て
支
部
長
の
交
代
が

紹
介
さ
れ
た
。
新
支
部
長
は
次
の
と
お
り
。

福
井
支
部
　
　
　
宮
本
　
数
男

山
陰
支
部
　
　
　
高
田
　
允
克

福
岡
支
部
　
　
　
深
田
　
泰
三

熊
本
支
部
　
　
　
工
藤
　
文
昭

■
懇
親
会

総
会
終
了
後
、
午
後
四
時
か
ら
同
所
で

懇
親
会
を
開
い
た
。
大
森
薫
雄
副
会
長
が

「日
本
山
岳
会
の
ま
す
ま
す
の
発
展
を
祈

念
し
た

い
」
と
音
頭
を
と

っ
て
乾
杯
し
、

和
や
か
な
歓
談
を
続
け
た
。

■
質
疑
応
答

山
研
の
利
用
促
進
を

柴
田
篤
志
会
員
　
山
研
の
支
出
が
四
百
四

万
円
あ

っ
た
の
に
収
入
は
二
百
二
十

一
万

円
で
し
か
な
い
。
こ
の
ま
ま
放
置
す
れ
ば
、

か
つ
て
の
国
鉄
の
よ
う
な
存
在
に
な
る
と

危
惧
し
て
い
る
。

坂
本
正
智
山
研
運
営
担
当
理
事
　
運
営

期
間
は
四
月
末
か
ら
十
月
末

の
六
ヵ
月
。

こ
の
間
に
、
六
百
五
十
～
六
十
人
の
利
用

が
あ
る
。
昨
年
は
釜
ト
ン
ネ

ル
の
崩
壊
、

一
昨
年
は
群
発
地
震
が
あ
り
、
大
き
な
影

響
を
被

っ
た
が
、
利
用
を
ふ
や
す

べ
く
、

さ
ま
ざ
ま
な
企
画
を
立
て
て
い
る
。
ウ

ェ

ス
ト
ン
祭
に
時
期
を
合
わ
せ
て
新
入
会
員

向
け
の
集
い
を
開
催
し
た
り
、
音
楽
祭
を

開
い
た
り
、
写
真
展
、
ま
た
ス
ケ
ッ
チ
展

を
行

っ
た
り
、
山
研
運
営
委
員
も
、
と
に

か
く
努
力
は
し
て
い
る
。
会
員
の
利
用
を

さ
ら
に
呼
び
か
け
て
い
き
た
い
。

柴
田
会
員
　
会
員
の
気
質
が
変
わ

っ
て
き

て
い
る
の
だ
か
ら
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
、

個
室
を
用
意
す
る
な
ど
、
利
用
し
や
す
い

よ
う
な
環
境
を
整
え
る
こ
と
も
重
要
だ
と

思
う
。

大
塚
会
長
　
今
後
に
期
待
し
て
ほ
し
い
。

石
田
稔
郎
会
員
　
早
池
峰
山
で
開
催
さ
れ

た
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
、
ま
た
こ
れ
に
関
連
し
、

組
織
活
動
の
あ
り
方
に
つ
い
て
三
つ
。
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
に
つ
い
て
は
、
岩
手
支
部
が

ず
い
ぶ
ん
苦
労
さ
れ
た
の
だ
が
、
こ
れ
に

自
然
保
護
委
員
会
が
難
色
を
示
し
た
よ
う

だ
。
支
部
い
じ
め
で
は
な
い
か
。
地
域
の

こ
と
は
支
部
に
ゆ
だ
ね
て
い
い
の
で
は
な

い
か
。
こ
の
問
題
を
機
関
誌

「山
」
に
投

稿
し
た
が
、
掲
載
さ
れ
な
か
っ
た
。
な
ぜ

かま
た
、
関
東
に
支
部
が
な
い
が
、
少
な
く

と
も
群
馬
、
栃
本
、
茨
城
な
ど
に
は
支
部

が
あ

っ
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
。

竹
内
哲
夫
副
会
長
　
岩
手
支
部
の
立
場
を

十
分
に
考
え
負
担
を
か
け
な
い
よ
う
配
慮

し
つ
つ
、
委
員
会
も
そ
の
線
で
動
い
た
と

思
う
。
し
か
し
、
自
然
保
護
に
つ
い
て
、

そ
の
精
神
の
昂
揚
と
活
動
の
推
進
は
日
本

山
岳
会
の
目
的
の
大
き
な
柱
で
あ
り
、
本

部
が
タ
ッ
チ
す
る
必
要
が
な
い
と
い
う
こ

と
は
問
題
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
自
然

保
護
を
会
報
に
載
せ
な
い
こ
と
は
あ
り
え

な
い
。

大
塚
会
長
　
関
東
に
支
部
と
い
う
問
題
は
、

意
見
と
し
て
受
け
止
め
た
い
。

村
井
薬
会
報
編
集
担
当
理
事
　
自
然
保

護
に
つ
い
て
は
デ
リ
ケ
ー
ト
な
問
題
が

多
々
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
し
ば
ら
く
個

人
的
な
意
見
を
載
せ
る
の
を
見
合
わ
せ
て

い
る
。
し
か
し
、
日
本
山
岳
会
に
と

っ
て

プ
ラ
ス
に
な
る
こ
と
で
あ
れ
ば
排
除
し
な

織
内
信
彦
名
誉
会
員
　
議
案

の
な
か
に
、

「復
活
会
員
」
と

い
う
言
葉
が
出
て
く
る
。

か
つ
て
除
籍
さ
れ
た
人
が
日
本
山
岳
会
に

郷
愁
を
感
じ
て
再
び
会
員
に
な
る
、
と
い

う

の
で
温
か
い
措
置
と
は
思
う
も

の
の
、

定
款
を
み
て
も
細
則
を
み
て
も
、
そ
う
い

う
言
葉
は
見
当
た
ら
な
い
。
ど
の
よ
う
に

オ
ー
ソ
ラ
イ
ズ
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

確
か
、
昭
和
四
十
年
の
六
月
だ

っ
た
。
理

事
会
で
扱
い
を
決
定
し
、
そ
の
時
の
議
事

録
が
機
関
誌

「山
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

が
、
改
め
て
理
事
会
で
検
討
さ
れ
て
は
ど
　
＞

う
だ
ろ
う
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

大
塚
会
長
　
十
分
に
検
討
し
た
う
え
、
工

夫
し
た
い
。

山
田
二
郎
名
誉
会
員
　
総
会
に
提
出
さ
れ

た
議
案
に

「平
成
十
二
年
度
事
業
計
画
及

び
収
支
予
算
承
認
の
件
」
と
あ
る
。
こ
れ

は
承
認
事
項
な
の
だ
か
ら

『案
』
と
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

西
村
常
務
理
事
　
本
来
な
ら
総
会
で
承
認

い
た
だ
く

の
だ
か
ら

『案
』
な

の
だ
が
、

文
部
省
に
二
月
末
ま
で
に
事
業
計
画

・
収

支
予
算
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

『案
』
の
ま
ま
提
出
で
き
な

い
の
で
、
こ

の
よ
う
な
形
と
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
は
定

款
で
も
定
め
て
い
る
こ
と
だ
。

（写
真

・
伊
藤
散
、
文

・
高
橋
重
之
）
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12月 5日  年次晩餐会記念山行 (集会)       筑波山

1月 8日 ～10日  スキー懇親会 (集会)   志賀高原横手山

1月 9日  カナダ山岳会会長との合同会議 (海外)   本会

1月 21日  医療委員会講演会 (医療)         本会

1月 25日  中国登山協会代表団歓迎会 (高所 。海外)

東京グリーンホテル

1月 30日 ～31日 アイスクライミング研修会 (集会 。指導・

青年部・学生部)            八ヶ岳

2月 5日 ～6日 総務委員会セミナー (総務)    富士学園

2月 14日  アメリカ山岳会ベックウィズ氏を囲む

シンポジウム (海外)           本会

2月 18日  第28回 山岳史懇談会 (図書)        本会

2月 26日 ～27日 全国支部事務担当者会議 (総務)

東京グリーンホテル・本会

3月 11日 ～12日  自然保護シンポジュウム「森を作り学ぶ」

(自 然保護)            高尾山周辺

3月 16日  マッキンリー登山隊報告会 (科学)     本会

3月 25日  「高山植物」研究 研修会 (自 然保護)   本会

2.登 山施設の運用、その他登山のための適切な事業

*上高地山岳研究所の運用

*受入れ資料保管

*各博物館、美術館との提携強化

*海外遠征の記録、会合、行事等の記録、フィルムのビデオテー

プ化による保存

3.山岳遭難の予防とその対策に関する企画および指導

*遭難事例アンケート調査 (遭難対策)

*雪崩ビーコン講習会 (学生) 栂池ヒュッテ

4.自然保護活動の推進

*自 然保護委員会による自然保護指導者の養成ための「山の自然学

講座」

*自 然保護委員会会報「本の目草の芽」隔月刊行

*ネパール・シバプリにおけるラリグラス (し ゃくなげ)植林

5.機関紙等の発行

*山岳94(1999)号 の発行

*会報647号 ～658号 の発行

*イ ンターネットホームページの更新

*役員・委員会名簿作成 (総務)

*会員名簿作成 (総務)

6.国内および外国山岳団体との情報交換

*国 内関係団体 (日 本山岳協会 。東京都山岳連盟・日本ネパール

協会 。日本ヒマラヤ協会・HAT¨Jそ の他)と の連絡

*海外登山団体との機関紙の交換および情報誌の購入

7.海外登山等

*6月 6日 ～7月 1日  第10次マッキンリー気象観測機器設置登

山隊

*9月 3日 ～9月 22日  日中学生友好登山隊「雪宝頂」

8.その他目的を達成するために必要な事業

*山岳図書の整備

*山研ミニ水力発電設置 (ミ ニ水力発電実行委員会)

*海外登山基金による助成

*その他

(社 )日 本山岳会平成11年度事業報告書
1999.4.1～ 2000.3.31

1.山の指導と奨励に必要な集会、研修会、講演会、展覧会、及び

シンポジウムの開催

4月 14日  第30回山岳図書を語るタベ (図書)     本会

4月 22日  M「。Soin講演会 (海外)          本会

5月 3日 ～7月 2日  ウエストン資料特別展 (資料) 上高地

5月 11日  学生部総会 (学生)            本会

5月 15日  支部長会議 (総務)          九段会館

5月 15日  通常総会 (総務)           九段会館

5月 21日 ～22日  第19回 日本登山医学シンポジウム

(医療)                  富山

5月 21日 ～23日  若葉会山行 (集会)         鏡山

6月 5日 焼岳登山 (山 研)             焼岳

6月 5日  ウエストン祭 (信濃支部)        上高地

6月 12日 ～13日  探索山行「火山ガスの危険を現地に学ぶ」

(科学)               猪苗代町

6月 13日  第6回古道を歩く (図書)         伊豆

6月 20日  新入会のしおり作成 (総務)

6月 23日 ～24日  自神山地体験造林作業 (自 然保護)

自神山地

6月 24日 第 1回高層気象講座「高層気象を登山に生かす」

(科学)                 本会

6月 26日 ～27日  小川山集会 (学生部)       小川山

7月 2日  第2回高層気象講座「高層気象の基礎」 (科学)

本会

7月 10日  長野高校100周 年記念講演会 (海外)    長野

7月 12日  カナダ山岳会会長歓迎会 (海外)      東京

7月 26日  中国登山協会代表団歓迎会 (海外)     東京

8月 8日  岩登り研修会打ち合わせ (指導)     小川山

9月 4日  医療委員会研究会 (医療)         本会

9月 4日  ビールパーティー (山 研)         本会

9月 11日  名誉会員を囲む会 (総務)         本会

9月 18日 ～19日  自然保護全国集会・自然観察山行

(自 然保護)              栗駒町

9月 19日  自然観察山行 栗駒世界谷地原生花園

(自 然保護)             栗駒高原

9月 20日  委員会・同好会連絡会議 (総務)      本会

10月 16日 ～17日 全国支部懇談会 (岐阜支部)     大垣

10月 26日 第8回山を語る (図書)          本会

10月 31日 全国山岳博物館連絡会議 (資料)

東京都写真博物館

11月 4日 韓国山岳会会長歓迎会 (海外) 東京都写真博物館

11月 5日 ～7日 岩登り研修会 (学生部 。指導 。青年部)

文部省登山研究所

11月 6日 前期新入会員オリエンテーション (総務)  本会

11月 13日 大学山岳部監督会議 (学生)    日本大学会館

11月 14日 自然観察山行 柳沢峠周辺ブナ林 (自 然保護)

奥多摩

11月 14日 マラソン大会 (学生部)        皇居外苑

11月 14日 ～22日 インド山岳会ミレニアム会議 (海外)

ニューデリー

11月 26日 第31回 山岳図書を語るタベ (図 書)     本会

11月 27日 フォーラム「登山用具の新知識 :選び方と使い方」

(科学)               明治大学

12月 4日 支部長会議 (総務)    新高輸プリンスホテル

12月 4日 年次晩餐会 (総務)    新高輪プリンスホテル

(4)
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(注 )1「環境事業団 環境基金」助成金によるネパール・シバプリ

におけるラリグラス植林  ¥3,000,000-
2山研水力発電施設建設費 ¥4,157,763-

3山研水力発電装置一式  ¥3,816,750-

正味財産増減計算書
平成11年 4月 1日 ～12年 3月 31日

収 支 計 算 書
平成11年 4月 1日 から平成12年 3月 31日 まで

(注)1「環境事業団 :環境基金」助成金植林 ¥3,000,000
2山研水力発電施設建設費 ¥6,750,000

費

課

費

料

費

費

料

費

公

道

　

　

品

数

生

繕

　

水

話

議

備

手

厚

税

熱

　

　

器

替

利

修

租

光

電

会

什

振

福

300,000

550,000

700,000

400,000

350,000

300,000

650,000

280,000

1,000,000

3,800,000

150,000

3,240,000

1,000,000

31,770,000

28,508

482,000

626,931

457,362

225,392

98,976

644,200

241,790

938,115

2,563,952

150,000

3,240,000

772,873

28,569,823

△

△ 1,000,000

0

△ 4,000,000

0

△ 1,360,000

0

△ 6,360,000

271,492

68,000

73,069

57,362

124,608

201,024

5,800

38,210

61,885

1,236,048

0

0

227,127

3,200,177

事 務 所 管 理 費

そ の 他 管 理 費

担

借

理  費

3.固 定資産取得支出

什器備品購入支出

固定資産取得支出計

4.特 定 預 金 支 出

秩父宮記念賞基金支出

図書出版研究基金支出

長期計画積立金支出

海外登山基金支出

終身会費積立金支出

退職給与引当預金支出

特定預金支出計

5。 予  備  費

予  備  費

3,816,750 △ 3,816,750 (注 )

3,816,750 △ 3,816,750

金

料

費

計

負

賃

雑

管

0

0

4,000,000

0

0

1,000,000

5,000,000

1,500,000

1,000,000

0

8,000,000

0

1,360,000

1,000,000

11,360,000

0 1,500,000

海 外 諸 関 係 費

山岳研究所運営費

海外登山補助費

そ の 他 事 業 費

印 刷 ・ 製 本 費

11,800,000

600,000

2,965,000

1,220,000

12,000,000

300,000

4,040,000

1,000,000

5,000,000

1,000,000

5,000,000

44,925,000

10,393,188

185,712

5,046,494

1,157,854

11,988,560

293,940

4,049,030

1,000,000

8,397,449

1,209,887

5,247,667

48,969,781

1,406,812

414,288

2,081,494

62,146

11,440

6,060

9,030

0

3,397,449

209,887

247,667

4,044,781

部

費

費

費

費

費

費

の
　
　
　
理

究
　
　
係

出

業

版

管

研

導

関

支
　
　
　
書

査
　
　
部

・
事

出

図

調

指

支

Ⅱ

Ｌ

費

計

費

当

費

搬
費
理
手
編

△

△

△

△

△

△

(注 )

通 信 運

事 業

2.運 営 管

給 料 ・

文具・消

印 刷 ・ 製 本 費

旅 費 ・ 交 通 費

通 信 ・ 運 搬 費

保  険  料

12,000,000

250,000

3,000,000

1,500,000

2,000,000

300,000

12,035,400

259,602

2,704,126

1,198,370

1,602,916

299,310

△    35,400

△     9,602

295,874

301,630

397,084

690

83,195,000 92,716,354 △ 9,521,354

155,000 2,558,357 △ 2,403,357

当期支出合計 (C)

当期収支差額(A)― (C)

次期繰越収支差額(B)― (C) 15,257,754 17,661,111 △ 2,403,357

科   目 予 算 額 決 算 額 差  異 備考

I.収 入 の 部

1.基本財産運用収入

基本財産利息収入

2.会 費・入会金収入

入 会 金 収 入

復 活 会 費 収 入

通 常 会 費 収 入

終 身 会 費 収 入

会費 0入会金収入計

3.事 業 収 入

広 告 料 収 入

印 税 収 入

刊行物頌布収入

その他事業収入

山研使用料収入

事 業 収 入 計

4.補 助 金 等 収 入

補 助 金 収 入

5。 寄 付 金 収 入

寄 付 金 収 入

募 金 収 入

寄 付 金 収 入 計

6.雑  収  入

受 取 利 息

雑  収  入

雑 収 入 計

7.特 定預金取崩収入

長期計画積立金取崩収入

80,000

5,000,000

0

66,000,000

0

71,000,000

3,000,000

20,000

200,000

4,300,000

3,550,000

11,070,000

0

0

0

0

700,000

500,000

1,200,000

0

33,372

4,620,000

140,000

67,509,000

1,360,000

73,629,000

3,272,300

6,011

212,100

5,111,277

2,210,501

10,812,189

24,000

0

24,000

302,476

723,674

1,026,150

3,000,000

6,750,000

46,628

380,000

△   140,000

△ 1,509,000

△ 1,360,000

△ 2,629,000

△   272,300

13,989

△    12,100

△   811,277

1,339,499

257,811

24,000

0

24,000

△ 3,000,000

△

△

397,524

△   223,674

173,850

△ 6,750,000

(注 )

(注 )21

当期収入合計(A)

前期繰越収支差額

収入合計  (B)

83,350,000

15,102,754

95,274,711

15,102,754

△11,924,711

0

98,452,754 110,377,465 △11,924,711

科   目 金    額

I.増加の部

1。 資産増加額

当 期 収 支 差 額

秩父宮記念賞基金

長 期 計 画 積 立 金

終 身 会 費 積 立 金

退職給与引当預金

什  器  備  品

2。 負債減少額

増 加 額 合 計

Ⅱ.減少の部

1.資産減少額

棚 卸 資 産

長 期 計 画 積 立 金

2.負債増加額

退職給与引当金繰入額

減 少 額 合 計

当期正味財産減少額

前期繰越正味財産額

期末正味財産合計額

2,558,357

1,000,000

8,000,000

1,360,000

1,000,000

3,816,750 17,735,107

0

17,735,107

1,335,241

6,750,000 8,085,241

1,000,000

9,085,241

8,649,866

390,998,621

399,648,487

科 予 決 額 差  異

(5)
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科 目 前期末残高 当期増加 当期減少

貸付信託 (三井信託銀行)

ク (日本信託銀行)

ク (中央信託銀行)

2,380,000

420,000

5,200,000

0

0

0

0

0

0

2,380,000

420,000

5,200,000

合  計 (基  本  金) 8,000,000 8,000,000

びその残高は、次のとおりである。

内容は、次のとおりである。

4。 固定資産の取得価格、減価償却累計額及び当期末残高は、次の

とおりである。

財 産 目 録
平成12年 3月 31日

[1]資 産 の 部

1.流 動 資 産

現金預金

現金 現金手許有高

振替貯金

東京地方貯金局

普通預金

あさひ銀行市ヶ谷支店

三菱銀行市ヶ谷支店

中央信託銀行本店

三井信託銀行新宿西口支店

日本信託銀行本店

定期預金

あさひ銀行市ヶ谷支店

未収会費 339名 分

棚卸資産 注 1)

流動資産合計 19,454,270

(1)基本財産

貸付信託

三井信託銀行本店

日本信託銀行本店

中央信託銀行本店

基本財産合計

(2)そ の他固定資産 注 2)

土      地    57.91484ぽ

建   物   432.63ぽ

什器・備品

敷   金

貸 借 対 照 表
平成12年 3月 31日 現在

計算書類に対する注記
1.重要な会計方針

(1)有価証券の評価基準及び評価方法について

基本財産の貸付信託は、総平均法による原価基準を採用して

いる。

(2)固定資産の減価償却について

建物及び什器備品の減価償却は行っていない。

(3)引 当金の計上基準について

退職給与引当金は期末退職給与の要支給額の235%に 相当す

る額を計上している。

(4)資金の範囲について

資金の範囲には、現金預金、未収会費、前受会費及び預 り金

を含めている。なお、前期末及び当期末残高は、下記 3に 記

載のとおりである。

固 定 資 産

科   目 金 額

[1]資 産 の 部

1。 流 動 資 産

現      金

振 替 貯 金

普 通 預 金

定 期 預 金

未 収 会 費

棚 卸 資 産

流 動 資 産 合 計

2。 固 定 資 産

基 本 財 産

貸 付 信 託

基 本 財 産 合 計

そ の 他 固 定 資 産

土     地

建     物

什 器 備 品

敷     金

秩父宮家ご遺贈金

図書出版研究基金

長期計画積 立金

海 外 登 山 基 金

終身会費積 立金

退職給与引当預金

その他固定資産合計

固 定 資 産 合 計

資 産 合 計

[2]負 債 の 部

1.流 動 負 債

前 受 会 費

預   り  金

流 動 負 債 合 計

2.固 定 負 債

退 職 給 与 引 当 金

固 定 負 債 合 計

負 債 合 計

[3]正味財産の部

正  味  財  産

(う ち 基 本 金 )

(当 期正味財産増加額)

負債及び正味財産合計

196,926

1,332,037

12,438,388

0

4,068,000

1,418,919

19,454,270

385,260,077

404,714,347

8,000,000

8,000,000

46,297,170

144,423,000

9,594,982

300,000

12,000,000

5,043,305

45,550,000

93,500,000

15,860,000

4,691,620

377,260,077

184,000

190,240

374,240

4,691,620

5,065,860

399,648,487

(8,000,000)

(8,649,866)

4,691,620

404,714,347

前期末残高 当期末残高 備  考目科

11,759,164

3,824,000

13,967,351

4,068,000

金

費

預

会

金

収

現

未

18,035,351合 計 15,583,164

265,000

215,410

184,000

190,240

前 受 会 費

預   り   金

480,410 374,240合 計

15,102,754 17,661,111次期繰越 収支差額

科 目 取 得 価 格1減価償却累計額 当期末残高

建

什 器   備

物 144。 423.0001

9,594,9821

144,423,000

9,594,982

合 計 154,017,9821 0 154,017,982

金 額目科

196,926

1,332,037

10,063,243

2,122,717

0

4,068,000

1,418,919

2,380,000

420,000

5,200,000

46,297,170

(6)



山 662-2000。 7・ 20(第二種郵便物認可)

合 計 9,594,982

フィルム収納キャビネット

(ス チール製)

図書カード容器 (木製 3段 )

書棚 (木製 2段 )

16mm 映写機16-CL(MO)

木製書架ガラス戸付 (2台 )

シャープ液晶ビジョンー式

世界対応 V T R001 NWV

56. 8. 8 254,000 事務所 秩父宮記念賞基金 (定期預
金・あさひ市ヶ谷)

図書出版研究基金 (定期預
金・あさひ市ヶ谷)

長期計画積立金 (定期預
金・三菱市ヶ谷)

海外登山基金 (定期預金・

あさひ市ヶ谷)

終身会費積立金 (定期預
金・あさひ市ヶ谷)

退職給与引当預金 (定期預
金・あさひ市ヶ谷)

その他固定資産合計

固定資産合計

資産合計

[2]負 債の部

1。 流 動 負 債

前受会費  (平成 9年度会
費15名 分)

預り金 職員に対する源泉
所得税その他

流動負債合計

2。 固 定 負 債

退職給与引当金

固定負債合計

負債合計

正 味 財 産

注1)棚卸資産内訳

注2)そ の他固定資産内訳

1建物及び土地

56. 9。 12

56.12.22

61. 5。 13

62. 9.24

2. 7.19

4. 5。 11

4。 10.19

5。  3.20

200,000

500,000

156,000

700,000

587,932

250,000

320,000

250,000

図書室

事務所

図書室

事務所

山研

12,000,000

5,043,305

45,550,000

93,500,000

15,860,000

4,691,620

ファクシミリ JAX-9
ナショナル冷凍冷蔵庫

NR-041VP2-H

ナショナル29イ ンチテレビ

TH-29VS35

ナショナルBS付 ビデオ

HV―BS50S

5。  3.20

3,816,750

280,000

250,0005。  3.20

11.11.30

財産目録記載外のその他物品リスト (主 として受贈品)

1口 絵画

2什器備品

内移動書架一式コンパックル

閲覧用テーブル (木製 2台 )

ライティングビューロー (木製)

53. 2.10

53. 9.28

54. 6。 23

1,500,000

250,000

280,300

404,714,347

5,065,860

図書室

377,260,077

184,000

190,240

4,691,620

374,240

399,648,487

士  山

代 池 の 白

の 木 峠 よ

豆  半

徳本峠か ら穂高連峰

初 冬 の 両 神 山

鳥 (カ ッ トの原画 )

メ ー ル ド グ ラ ス

モ  ン ブ ラ  ン

カンチェンジュ ンガ

ユ ン グ フ ラ ウ

涸 沢 よ り 北 穂 高

ェ ル パ ニ の 親 子

の 山 (清 太 山 )

川  秋  色

早 朝 の 上 高 地 山研

旧上高地山岳研究所

焼  岳  秋  趣

ナムチャバルワ峰暮色

白  馬  雪  田

上 高 地 秋 景

マ チ ャ プ チ ャ レ

朝        霧

白 樺 の 林

麓       春

ヒマラヤダージリンにて

ン

初

ユ
滝

ヶ

主

ジ

　

槍

岳

ン

高

　

高

ケ

エ
　
　
の

ケ
″
穂
朝
穂
ンボ チ ェ の 僧

岳

麓

樺

猿

り

島

槍

力

北

或

北

槍

タ

シ

冬

梓

馬白

富

田

群

針

伊

夏

ガ

谷

岳

峰

岳

院

A-50
A-25
変 形 6

絵

-10
-10

絵

-10

絵

油

水 彩 -6
油 -10
パ ス テ ル

油 -25
油 -25
油 -25
油 一 P8
水 彩 -4
水 彩 -4
墨   絵

油 -12
版 画 -8
水 彩 -10
版 画 -8
油 -10
日 本 画

油 一F20
油 -20
水 彩 -8
7山   -  6
油 一 P50
油 一 F4

グ

グ

グ

ン
　
ン
　
ン

チ

チ

チ

油

油

油

墨

油

油

墨

油

墨

エ

エ

エ

中村清太郎

茨木猪之吉

中村清太郎

井 鶴 三

茨木猪之吉

茨木猪之吉

田 吟 松

茨木猪之吉

石 井 鶴 三

山 里 寿 男

山 里 寿 男

中村清太郎

矢崎千代二

足立源一郎

足立源一郎

足立源一郎

足立源一郎

清 野 恒

清 野 恒

近 藤 茂 吉

後 藤 三 男

松 田 敏 男

松 田 敏 男

鈴 木 正 俊

神 原 忠 夫

丸 山 晩 霞

後 藤 三 男

武 井 清

越 智 英 夫

茨木猪之吉

倉 員 辰 雄

上 野 春 香

大町山岳博物館

河口湖町立美術館

本    会

本    会

本    会

松本アルプス山岳館

松本アルプス山岳館

本    会

本    会

本    会

松本アルプス山岳館

本    会

伯者国山岳美術館

松本アルプス山岳館

本     会

本    会

本    会

伯者国山岳美術館

本     会

本     会

松本アルプス山岳館

松本アルプス山岳館

松本アルプス山岳館

本    会

上高地山岳研究所

上高地山岳研究所

伯者国山岳美術館

伯者国山岳美術館

本     会

上高地山岳研究所

本     会

本    会

本     会

本    会

伯者国山岳美術館

種 類 摘 要 金  箱

刊   行   物

服 飾 品 ・ そ の 他

山岳総索引、山岳覆刻版等

クラブタイ、タイ止等

621,950

796,969

合 計 1,418,919

A 事務所及び図書室

場所 東京都千代田区四番町 5番 4

構造 鉄筋コンクリート造、陸屋根、地下 1階付

5階建

(事務所)区分所有建物 1階部分 103.32ピ

宅地持分し 1,124.56m2× 339/10,000

=38.1225841.2

(図書室)区分所有建物 1階部分 55。 22ピ

宅地持分 1,124.56ぽ ×176/10,000

:=:19。 792256nf

面+ 158.541n2 ‐宅地持分 57.91484ぽ ¥72,720,170

B 上高地山岳研究所

場所 長野県南安曇郡安曇村襲69番地 1

構造 鉄筋コンクリート造 (一部木造)1棟
274.09n12 ¥118,000,000

合 計 ¥190,720,170

所 在

*他の絵画、写真 省略

(7)
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題 名



山 662-200007・ 20(第二種郵便物認可)

6月    第7回 古道を歩く (図 書)

6月    海外連絡委員会講演会 (海外)       本会

6月    自神山地体験造林作業 (自 然保護)   自神山地

6月    谷川岳山行 (青年部)           谷川

6月    岩登り研修・コンペ (学生部)      小川山

6月 ～7月 末 山のスケッチ展 (山 研)      上高地山研

7月 1～ 2日  岩登り研修会 (指導)神奈川県立スポーツセンター

7月 1～ 2日 探索山行 「大分水嶺を歩きながら高山植物を訪ね

る」 (科学)             湯の丸

7月 中旬  全国山岳遭難対策協議会 (遭難対策)

7月 中旬  OB懇 談会 (青年部)          本会

7月    講演学習会 「夏の天気図の読み方」 (科学) 本会

8月    アルバータ2000プ ロジェクト・トレッキング

(海外)                カナダ

8月 1日 ～末 特別展 (山 研)          上高地山研

8月 中旬  自然観察山行 (自 然保護)        苗場山

9月 2日  ビールパーティー             本会

9月 9日  名誉会員を囲む会 (総務)         本会

9月 9～ 10日  岩登り講習会 (指導)

9月 16～ 17日  全国支部懇談会 (東九州支部)     別府

9月 23～ 24日  プチ・オータムコンサート (山 研)上高地山研

9月 30日  新入会員オリエンテーション (総務)   本会

9月    日中友好登山20周年記念事業

9月    第10回 山を語る (図 書)         本会

9月    自然観察山行 (自 然保護)         福井

9月    山野井泰史夫妻講演会 (青年部)      本会

9月 ～10月 山の写真展 「心に映える山々」(山 研)上 高地山研

9月 ～10月 委員会主催撮影講習会 (フ イルムビデオ) 上高地

10月 14～ 15日  自然保護全国集会 (自 然保護)    福井

10月 14～ 15日  山研ミニ水力発電見学ツアー (科学・山研)

上高地山研

10月 20日 医療委員会講演会 (医療)         本会

10月 21～ 22日  きのこ山行 (集会)

10月 28日 全国山岳博物館連絡会議 (資料)      本会

10月 中旬 海外登山報告会 (青年部)

10月下旬 ロッククライミング講習会 (青年部・指導 。学生部)

文登研

10月    大学山岳部監督会議 (学生部)

11月 25日 シンポジュウム 「登山者から見た山のし尿処理」

(科学 。自然保護)            本会

11月    第32回山岳図書を語るタベ (図書)    本会

11月    講演と対談「高所登山21世紀への展望」(高所)本 会

11月    海外連絡委員会講演会 (海外)      本会

11月    研究会 「海外登山」 (青年部)       本会

11月    マラソン大会 (学生部)        皇居外苑

11月 下旬 文部省登山研修所友の会シンポジウム参加

(遭難対策)              文登研

12月 2日  支部長会議 (総務)    新高輪プリンスホテル

12月 2日  年次晩餐会 (総務)    新高輪プリンスホテル

12月 2日  西暦2000年 記念「山岳写真展」新高輪プリンスホテル

12月 3日  年次晩餐会記念山行 (集会)      東京近郊

12月 10日 初心者のための撮影会 (フ イルムビデオ)関東周辺

12月    海外登山報告 (青年部)          本会

12月    冬山登山研究会 (学生部)         本会

1月 6～ 8日  スキー懇親会 (集会)      蔵王又は妙高

1月 27～ 28日  総務委員会セミナー (総務)      戸倉

1月    登山医学研究会 (医療)          本会

1月    青年部OB。 現役懇親会 (青年部)     本会

2月 3～ 6日 アイスクライミング研修会 (指導・青年部 。

学生部)                八ヶ岳

2月 24～ 25日  全国支部事務局担当者会議 (総務)

東京グリーンホテル

2月    第29回山岳史懇談会 (図書)       本会

2月    高所登山研究委員会編集冊子作成 (高所) 本会

3月 中旬  自然保護シンポジュウム 「森づ くり」 (自 然保護)

2.図書

3。 フィルム・ビデオ

フ ィ ル ム 15点   「マナスルに立つ」他

ビ デ  オ 224本

社団法人日本山岳会 平成11年度の収支計算書、正味財産増減計

算書、貸借対照表、及び財産目録を監査し、正確妥当なことを認め

ます。

平成12年 4月 11日

社団法人 日本山岳会          監事 神崎忠男

監事 中村 保

監 事 監 査 報 告

平成 12年 4月 11日 に行った平成 11年 度 (平成 11年 4月 1日

～平成12年 3月 31日 )における会計の監査ならびに期中の業務監

査の結果を次の通り報告する。

記

会計監査について、帳簿ならびに関係書類の閲覧等、必要と思わ

れる手続きを用いて計算書類の正確性を検討した。

業務監査については、理事会等に出席し、業務執行の妥当性を検

討した。

監査意見は次の通り。

1現金については、監査日当日現在の残高と、帳簿の金額は一致し、

正しく出納されているものと認める。

2収支計算書、正味財産増減計算書、貸借対照表、財産目録は、本

会の収支状況及び財政状態を正しく示しているものと認める。

3特定預金のうち、図書出版研究基金については、長い間活用され

ておらず、その見直しを検討してほしい。

4事業報告の内容は、真実であると認める。

5理事の職務執行に関する不正の行為または法令、定款に違反する

重大な事実はないと認める。             以 上

社団法人日本山岳会 平成12年度事業計画
20001年4月 1日 ～2001年 3月 31日

.登山の指導と奨励に必要な集会、研修会、講演会、展覧会、及

びシンポジウムの開催

4月 1日  11年度後期新入会員オリエンテーション(総務)本会

4月 中旬 自然観察山行 (自 然保護)         日光

4月   学生部総会 (学生)            本会

5月 7日 ～7月 9日  上高地山研資料室企画展 (資料)上高地山研

5月 13日  第2回 「新日本山岳志」編集会議      本会

5月 15日 山研 ミニ水力発電完工式及び運転 (ミ ニ水力発電 )

上高地山研

5月 20日  支部長会議 (総務)     東京グリーンホテル

5月 20日  通常総会 (総務)      東京グリーンホテル

5月 27～ 28日  若葉会山行 (集会)        下北半島

5月    海外登山研究会 (学生部)

6月 3～ 4日  第20回 日本登山医学シンポジウム (医療) 本会

6月 3～ 4日  徳本峠越え (山 研)          上高地

6月 4日  ウェストン祭 (信濃支部)        上高地

6月 19日  委員会 。同好会連絡会議 (総務)      本会

種  類 摘 要 冊 数

書

書

和

洋

平成11年 度受入冊数

平成11年 度受入冊数

265冊

50冊

10195冊

3535冊

(8)
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7.雑

受

雑

雑

収 入

息

入

計

取

収

収

禾U

入

200,000

800,000

1,000,000

700,000

500,000

1,200,000

-500,000

300,000

-200,000

8.特 定 預 金取 崩 収 入

当期収入合計 (A)

前 期 繰 越 収 支差 額

収 入 合 計 (B)

82,610,000 83,350,000 -740,000

17,661,111 15,102,754

100,271,111 98,452,754

3月    山岳スキー研修会 (指導)       栂池周辺
3月 31日  新入会員オリエンテーション (総務)    本会

2日 登山施設の運用、その他登山のための適切な事業
*上高地山岳研究所の運用
*受入れ資料保管
*各博物館、美術館との提携強化
*海外遠征の記録、会合、行事等の記録、フイルムのビデオテ
ープ化による保存

3.山岳遭難の予防とその対策に関する企画及び指導
*6月 20日 事例に学ぶ近郊山域遭難対策 (集会 。遭難対策)

*9月 19日  救急法講習会 「山でいざという時に」 (集会・遭

難対策)

*11月 7日  テーピング講習会 (集会)

*2月 中旬 雪崩ビーコン講習会 (指導・学生部・遭難対策)

*山岳遭難データベースホームページの開設 (遭難対策)

4.自然保護活動の推進
*自 然保護委員会による自然保護指導者養成のための 「山の自
然学講座」

*自 然保護委員会会報 「本の目草の芽」隔月刊行
*ネパール・シバプリにおけるラリグラス (し ゃくなげ)植林

5口 機関紙等の発行
*山岳95(2000)号の発行
*会報659号～671号 の発行
*イ ンターネット・ホームページの更新

6.国 内及び外国山岳団体との情報交換
*国 内関係団体 (日 本山岳協会 。東京都山岳連盟 。日本ネパー
ル協会・日本ヒマラヤ協会 OHAT― Jそ の他)と の連絡

*海外登山団体との機関紙の交換及び情報誌の購入
*8月 アメリカ山岳会訪間 (海外)

7口 海外登山等
*6月  マッキンリー気象観測機器設置登山隊 (最終)

*8月  カナディアンロッキー・アルバータ峰登山
8口 その他目的を達成するために必要な事業

*山岳図書の整備
*山研 ミニ水力発電装置本格稼動 (ミ ニ水力発電実行委員会)

*海外登山基金による助成
*そ の他

平 成 12年 度 収 支 予 算
平成12年 4月 1日 から平成13年 3月 31日 まで

科 目 平成12年度予算額前年度予算額 増  減 備考

Ⅱ.支 出 の 部

1.事   業   費

出 版 事 業 費

図 書 管 理 事 業 費

調 査 研 究 事 業 費

指 導 研 修 費

支 部 事 業 費

海 外 連 絡 関 係 費

海 外 登 山 補 助 費

山 研 事 業 費

そ の 他 事 業 費

通 信 運 搬 費

印 刷 製 本 費

事 業 費 計

11,300,000

600,000

2,734,000

1,270,000

12,200,000

400,000

1,500,000

4,040,000

9,000,000

5,300,000

700,000

49,044,000

11,800,000

600,000

2,965,000

1,220,000

12,000,000

300,000

1,000,000

4,040,000

5,000,000

5,000,000

1,000,000

44,925,000

-500,000

0

-231,000

50,000

200,000

100,000

500,000

0

4,000,000

300,000

-300,000

4,119,000

2.運 営 管 理 費

給 料 手 当

文 具 消 耗 品 費

印 刷 製 本 費

旅 費 交 通 費

通 信 運 搬 費

火 災 保 険 料

営   繕   費

租 税 公 課

光 熱 水 道 費

電   話   料

会   議   費

什 器 備 品 費

振 替 手 数 料

福 利 厚 生 費

事 務 所 管 理 費

そ の 他 管 理 費

負   担   金

賃   借   料

雑      費

管 理 費 計

12,400,000

350,000

1,800,000

1,700,000

1,800,000

300,000

400,000

500,000

600,000

450,000

300,000

300,000

700,000

250,000

1,000,000

3,000,000

150,000

3,240,000

1,000,000

30,240,000

12,000,000

250,000

3,000,000

1,500,000

2,000,000

300,000

300,000

550,000

700,000

400,000

350,000

300,000

650,000

280,000

1,000,000

3,800,000

150,000

3,240,000

1,000,000

31,770,000

400,000

100,000

-1,200,000

200,000

-200,000

0

100,000

-50,000

-100,000

50,000

-50,000

0

50,000

-30,000

01

-800.0001

-1,530,0001

3.固 定 資産取 得 支 出

什器備品購入支出

固定 資産取 得支 出

0

0

0

0

0

0

4.特 定 預 金 支 出

長期計画積立金支出

秩父宮記念賞基金支出

退職給与引当預金支出

特 定 預 金 支 出

5,000,000

1,000,000

0

6,000,000

4,000,000

0

1,000,000

5,000,000

1,000,000

1,000,000

-1,000,000

1,000,000

予

5。 予

備

備

費

費 1,500,000 1,500,000

当期 支 出合 計 (C)
当期収支差額(A)― (C)

86,784,000 83,195,000 3,589,000

-4,174,000 155,000

次期繰越収支差額(B)― (C) 13,487,111 15,257,754

科 目 平成12年 度予算額前年度予算額 増  減 備考

I。 収 入 の 部

1.基 本 財 産 運用 収 入

基本 財 産利 息収入 40,000 80,000 -40,000

2.入

入

会 金 収 入

会   金 4,800,000 5,000,000 -200,000

3.会

通

費  収  入

常  会  費 67,000,000 66,000,000 1,000,000

4.事 業 収 入

広 告 料 収 入

印 税 収 入

刊 行 物 売 上 収 入

山 研 使 用 料 収 入

そ の 他 事 業 収 入

事 業 収 入 計

1,800,000

20,000

250,000

3,500,000

4,200,000

9,770,000

3,000,000

20,000

200,000

3,550,000

4,300,000

11,070,000

-1,200,000

0

50,000

-50,000

-100,000

-1,300,000

5。 補 助 金 等 収 入

補 助 金 収 入 0 0 0

6.寄

寄

付 金 収 入

付 金 収 入 0 0 0

(9)



山 662-2000・ 7・ 20(第二種郵便物認可 )

上
高
地
山
岳
研
究
所
の

「ミ
ニ
水
力
発
電
装
置
」
完
工

会
報

『山
』

（六
四
七
、
六
五
七
号
）

で
既
報
の
と
お
り
、
昨
年
か
ら
工
事
が
進

め
ら
れ
て
い
た
山
研

「ミ
ニ
水
力
発
電
」

装
置
が
完
工
し
、
五
月
十
五
日
、
新
緑
萌

え
る
上
高
地
山
研
で
完
工
式
と
披
露
パ
ー

テ
イ
ー
が
行
わ
れ
た
。

前
日
来
の
雨
も
や
み
、
薄
日
が
差
す
山

研
裏
の
発
電
小
屋
前
に
、
地
元
安
曇
村
の

有
馬
佳
明
村
長
を
は
じ
め
、
広
野
孝
男
環

境
庁
中
部
地
区
自
然
保
護
事
務
所
長
、
高

橋
秀
通
中
信
森
林
管
理
署
長
、
上
高
地
観

光
旅
館
組
合
の
方
々
、
日
本
電
池
ω
及
び

林

エ
ン
ジ
エ
ア
リ
ン
グ
い
な
ど
の
工
事
関

係
者
、
山
浦
本
会
信
濃
支
部
長
、
赤
羽
、

中
野
両
地
元
山
研
運
営
委
員
の
ほ
か
多
数

の
会
員
が
列
席
す
る
中
、
小
倉
副
会
長
の

挨
拶
で
完
工
式
が
始
ま

っ
た
。
実
行
委
員

の
森
常
務
理
事

（科
学
研
究
委
員
会
担
当
）

の
設
備
概
要
説
明
に
続
き
、
上
高
地
に
お

け
る
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
の
先
駆
的
役

割
を
期
待
す
る
と
の
来
賓
の
方
々
の
お
祝

い
の
言
葉
を
い
た
だ
い
た
。

こ
の
後
直
ち
に
、
完
工
式
最
大
の
イ
ベ

ン
ト
で
あ
る
発
電
装
置
の
運
転
開
始
セ
ン

モ
ニ
ー
と
な

っ
た
。
小
倉
副
会
長
と
来
賓

の
方
々
が
順
に
送
水
管
の
流
量
調
整

ハ
ン

ド
ル
を
ゆ
っ
く
り
回
す
と
、
タ
ー
ビ
ン
の

ノ
ズ
ル
か
ら
勢
い
よ
く
水
が
噴
出
し
て
タ

ー
ビ
ン
が
回
り
だ
し
た
。
次
第
に
回
転
数

を
増
し
て
ゆ
く
と
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
用
の
十
五
個
の
電
球
が
点
灯
、
善
六
沢

の
流
れ
が
電
気
に
な

っ
た
瞬
間
に
、
参
会

者
の
中
か
ら
驚
き
の
声
が
あ
が
り
、
完
工

式
も
最
高
潮
に
達
し
た
。
構
想
よ
り
八
年
、

自
然
公
園
法
の
厳
し
い
規
制
の
下
に
あ
る

上
高
地
の
特
殊
性
か
ら
、
行
政
的
手
続
き

が
困
難
を
極
め
た
が
、
勢
い
よ
く
回
転
す

る
タ
ー
ビ
ン
の
音
に
、
や
っ
と
完
工
し
た

と
い
う
実
感
が
湧
き
出
し
た
瞬
間
で
も
あ

っ
た
。

完
工
式
後
は
、
場
所
を
山
研
食
堂
に
移

し
て
披
露
パ
ー
テ
イ
ー
と
な

っ
た
。
村
本

潤
次
郎
元
会
長
の
音
頭
で
乾
杯
の
後
、
坂

本
理
事

（山
研
運
営
委
員
会
担
当
）
を
は

じ
め
と
す
る
山
研
運
営
委
員
会
女
性
陣
心

づ
く
し
の
手
料
理
が
続
々
と
運
ば
れ
、
和

や
か
な
宴
が
続
い
た
。
圧
巻
は
な
ん
と
い

っ
て
も
坂
本
料
理
長
の
マ
グ
ロ
の

「に
ぎ

り
鮨
」
。
上
高
地
で

「に
ぎ
り
」
と
は
と

大
好
評
を
博
し
た
。

ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
環
境
庁
、
森
林

管
理
署
、
建
設
省
、
長
野
県
、
安
曇
村
、

趣
旨
に
ご
理
解
を
賜
り
資
金
的
支
援
を
い

た
だ

い
た
東
京
電
力
的
、
中
部
電
力
的
、

日
本
原
子
力
発
電
い
、
そ
し
て
日
本
電
池

い
を
は
じ
め
と
す
る
工
事
関
係
者
に
お
礼

申
し
上
げ
た
い
。

本
年
四
月
、
国
会
に
お
い
て
も

「自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
促
進
議
員
連
盟
」

（顧
問

・

橋
本
龍
太
郎
会
員
、
副
会
長

・
堂
本
暁
子

会
員
）
が
結
成
さ
れ
、
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー

に
対
す
る
関
心
が
高
ま

っ
て
い
る
。

今
後
は
、
神
奈
川
工
科
大
学
と
の
共
同

で
実
験
を
継
続
し
、
山
岳
地
域
に
お
け
る

自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
実
証
的
か
つ
先
駆
的

活
用
と
し
て
の
、
山
研
ミ
ニ
水
力
発
電
の

有
用
性
に
関
す
る
デ
ー
タ
の
集
積
を
期
待

し
た
い
。

一
方
、
発
電
装
置
の
維
持
管
理
も
重
要

で
あ
る
。
山
研
の
本
村
管
理
人
夫
妻
に
負

担
が
か
か
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
た
め
、

会
員
諸
氏
の
絶
大
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
お

願
い
し
た
い
。
　
　
　
　
　
（吉
永
英
明
）

マ
ツ
キ
ン
リ
ー
気
象
観
測
登
山
隊

―
十
年
間
の
登
山
を
振
り
返
る
―

科
学
委
員
会
と
学
生
部
指
導
委
員
会
で

は

「
マ
ツ
キ
ン
リ
ー
気
象
観
測
登
山
隊
報

告
―
十
年
間
の
登
山
を
振
り
返
る
」
と
題

し
て
、
二
月
十
六
日
、
ル
ー
ム
に
大
蔵
喜

福
氏
を
迎
え
て
講
演
会
を
行

っ
た
。
出
席

者
は
二
十
五
名
で
あ

っ
た
。

「気
象
観
測
の
動
機
と
な

っ
た
の
は
、
厳

冬
期
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
の
成
否
を
左
右
す
る

〃
風
〃
が
ど

の
よ
う
な
も

の
で
あ
る
か
、

実
測
研
究
す
る
こ
と
に
よ
り
、
気
象
遭
難

防
止
に
役
立

つ
と
結
論
し
た
か
ら
で
あ
る
。

観
測
機
器
の
設
置
お
よ
び
回
収
を
考
え
る

ミニ水力発電実験棟の前で挨拶する小倉副会長

日本山岳会の各委員会

同好会の活動報告です。

(10)
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時
、
毎
年
登
頂
可
能
な
、
そ
し
て
厳
冬
期

に
友
人
を
失

っ
た
マ
ツ
キ
ン
リ
ー
が
観
測

対
象
に
最
適
と
判
断
し
決
定
し
た
。

初
年
度

一
九
九
〇
年
、
デ
ナ
リ
パ
ス
五

七

一
〇
メ
ー
ト
ル
の
岩
峰
上
に
観
測
機
器

を
無
事
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、　
一

九
九

一
年
、
第
二
次
隊
が
記
録
回
収
に
現

場
に
到
達
し
た
時
は
、
セ
ン
サ
ー
の
支
柱

が
倒
壊
し
て
お
り
、
が

っ
か
り
し
た
。
し

か
し
帰
国
後
、
多
く
の
記
録
装
置
は
立
派

に
作
動
し
て
い
た
こ
と
が
判
り
意
を
強
く

し
た
。

そ
の
後
も
資
金
集
め
に
苦
労
は
あ

っ
た

が
、
皆
さ
ん
の
応
援
と
意
欲
が
勝

っ
た
と

い
えヽ
卜
いヽ
つ
。

第
二
次
以
降
は
、
機
器
メ
ー
カ
ー
や
多

く
の
人
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
年
次
ご
と

に
機
器
類
は
改
良
さ
れ
た
。
ま
た
学
生
部
、

青
年
部
も
雪
山
訓
練
を
か
ね
て
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
し
、
記
録
回
収
お
よ
び
機
器
設
置
後

に
は
、
マ
ツ
キ
ン
リ
ー
の
全
員
登
頂
に
も

成
功
し
て
い
る
。

ち
な
み
に
現
在
判
明
し
て
い
る
最
低
外

気
温
度
は
マ
イ
ナ
ス
五
九

・
四
度
Ｃ
、
最

大
風
速
は
八
二

・
五
／
秒
で
あ
る
」

こ
の
他
、
ア
ラ
ス
カ
国
立
公
園
の
環
境

行
政
の
現
状
な
ど
、
ス
ラ
イ
ド
を
交
え
た

一
時
間
半
に
及
ぶ
楽
し
い
お
話
を
い
た
だ

い
た
。

観
測
は
本
年
で
予
定
の
十
年
目
と
な
り
、

こ
の
六
月
記
録
の
回
収
の
み
と
な

っ
た
が
、

観
測
装
置
は
ア
ラ
ス
カ
州
立
大
学
に
寄
贈

さ
れ
、
観
測
は
引
き
継
が
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。
ハ
ワ
イ
や
南
米
高
地
の
観
測
所
と

と
も
に
、
地
球
規
模
の
高
層
気
象
観
測
の

拠
点
と
な
り
、
地
球
温
暖
化
現
象
調
査
そ

の
他
に
も
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
約
束
さ
れ

て
い
る
。

こ
の
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
関
わ

っ
た
皆
さ

ん
に
は
、
十
年
間
本
当
に
ご
苦
労
さ
ま
で

し
た
。
こ
の
結
果
は
現
在
分
析
中
で
あ
る

が
、
必
ず
や
登
山
界
の
み
な
ら
ず
世
界
的

に
見
て
も
貴
重
な
資
料
と
な
る
こ
と
で
あ

ろ
う
。
そ
し
て
今
ま
で
続
け
て
き
た
六
月

の
こ
の
行
事
が
、
学
生
の
雪
山
訓
練
の
場

と
し
て
い
つ
ま
で
も
続
く
こ
と
を
祈
る
。

（石
田
要
久
）

高
尾
山
森
づ
く
り
体
験
記

昨
年
度
よ
り
懸
案
の

「日
本
山
岳
会
の

森
」

づ
く
り
の
第

一
歩
と
し
て
六
月
四

日
、
高
尾
山
で
体
験
林
業
を
行

っ
た
。

危
ぶ
ま
れ
て
い
た
天
候
も
わ
れ
わ
れ
の

意
気
込
み
に
押
さ
れ
た
の
か
、
当
日
は
朝

か
ら
快
晴
の
作
業
日
和
。
総
勢
十
七
名
は

九
時
に
高
尾
森
林
セ
ン
タ
ー
に
集
合
し
た
。

今
回
は
セ
ン
タ
ー
の
方
々
の
指
導
の
も
と

に
高
尾
山
国
有
林
の
小
下
沢
地
区
で
十
七

年
生
の
檜
の
林
の
間
伐
を
行
う
の
で
あ
る
。

数
台
の
車
に
便
乗
し
て
林
道
を
進
ん
だ
の

ち
、
約
二
十
分
の
登
り
で
尾
根
に
取
り
つ

く
と
、
今
日
の
間
伐
現
場
も
間
近
だ
。
尾

根
を
中
心
に
し
て
両
側
に
檜
が
林
立
し
て

高尾山の森で檜の間伐を行った !

い
る
。

全
員
が
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
、
ナ
タ
、

ノ
コ
ギ
リ
を
腰
に
つ
け
る
と
、
い
よ
い
よ

気
持
ち
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
る
。

指
導
員
の
説
明
を
聞
き
、
二
組
に
分
か

れ
て
林
の
中
に
入
り
、
実
際
に
本
を
見
な

が
ら
選
本
の
仕
方
を
教
わ
り
、
早
速
作
業

に
取
り
か
か
る
。
地
下
足
袋
の
底
か
ら
伝

わ
る
上

の
感
触
が
快

い
。
曲
が

っ
た
本
、

蔦
に
絡
ま
れ
て
変
形
し
た
本
な
ど
を
見
て

ノ
コ
ギ
リ
を
入
れ
る
。

倒
す
側
に
受
け
口
を
入
れ
、
反
対
側
か

ら
伐
り
は
じ
め
る
。
あ
ち
こ
ち
か
ら
ノ
コ

を
引
く
音
が
響
き
、
や
が
て

「倒
れ
ま
す
」

の
声
が
か
か
る
と
近
く
の
人
は
注
目
す
る
。

こ
の
辺
は
本
が
高
く
な
り
す
ぎ
て
い
て
間

伐

の
時
期
が
遅
れ
て
い
た
よ
う
に
思
う
。

他
の
本
に
引

っ
か
か
る
と
ロ
ー
プ
で
引

っ

張

っ
て
倒
す
。
小
枝
を
払
い
、
丸
太
切
り

に
す
る
作
業
が
意
外
に
大
変
だ
。
や
っ
と

慣
れ
た
頃
昼
食
と
な
る
。
奥
多
摩
の
山
々

や
遥
か
眼
下
に
高
尾
の
町
を
見
な
が
ら
の

食
事
は
特
に
お
い
し
い
。
コ
ア
ジ
サ
イ
が

可
愛

い
花
を
私
た
ち
に
見
せ
て
く
れ
る
。

心
地
よ
い
風
を
受
け
な
が
ら
至
福
の
ひ
と

と
き
を
す
ご
す
。

午
後
の
作
業
は
皆
慣
れ
て
、
黙
々
と
手

を
動
か
し
て
い
る
。
佳
境
に
入
る
頃
に
な

る
と

「そ
ろ
そ
ろ
終
わ
り
に
し
ま
し
ょ
う
」

と
つ
れ
な
い
声
が
か
か
っ
た
。
ふ
と
見
上

げ
る
と
、
森
の
中
は
大
分
明
る
く
な

っ
て

い
た
。
こ
れ
か
ら
は
下
草
も
徐
々
に
生
え

嘔|四
=1曰
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今
年
も

●
√
Ｌ
ＥＷ
Ｌ

で
会

い
ま
し
よ
う

て
よ
い
森
に
な

っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

後
片
付
け
を
し
て
、
後
ろ
髪
を
引
か
れ

る
思
い
で
山
を
下
る
。

閉
会
の
際
の
所
長
挨
拶
で

「さ
す
が
は

日
本
山
岳
会
の
皆
さ
ん
で
す
。
最
初
か
ら

丸
太
伐
り
、
材
の
始
末
ま
で
き
ち
ん
と
し

て
も
ら

っ
て
大
満
足
で
す
。
大
い
に
信
頼

申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
」
と
過
大
の
お
褒
め
の
言
葉
を

い
た
だ
き
、
わ
れ
わ
れ
も
す

っ
か
り
気
を

よ
く
し
、
心
地
よ
い
疲
れ
と
さ
わ
や
か
な

気
分
で
帰
路
に
着
い
た
。

次
回
は
セ
ン
タ
ー
の
都
合
で
十
月
二
十

八
日
０
に
決
ま

っ
た
が
、
私
個
人
と
し
て

は
も

っ
と
早
く
森
に
行

っ
て
作
業
し
た
い

と
密
か
に
思

っ
て
い
る
。

自
然
保
護
委
員
会
と
し
て
は
九
月
二
日

に
高
尾
山
で
自
然
観
察
山
行
を
行
い
ま
す
。

こ
ち
ら
も
ご

一
緒
し
ま
せ
ん
か
。

（川
越
尚
子
）

第
二
十
回
日
本
登
山
医
学

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

六
月
二
日
０
と
四
日
０
の
両
日
、
慈
恵

医
科
大
学
高
木
南
講
堂
に
て
、
第
二
十
回

日
本
登
山
医
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ

れ
た
。
会
長
は
本
会
会
員
で
東
京
慈
恵
会

医
科
大
学
山
の
会
の
浜
口
欣

一
氏
。
記
念

講
演
と
し
て
小
疇
尚
氏

（明
治
大
学
）

「山
の
姿
か
た
ち
を
読
む
」
、
教
育
講
演
と

し
て
、
山
本
正
嘉
氏

（鹿
屋
体
育
大
学
）

「体
カ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
効
果
」
、
馬
詰
良
樹

氏

（東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
）

「運
動
生

理
学
か
ら
見
た
筋
肉
疲
労
」
が
行
わ
れ
た
。

山
森
欣

一
氏
（日
本
ヒ

マ
ラ
ヤ
協
会
）
は

「ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
の
実
体
と
予
防
対
策
」

と
題
し
て
特
別
講
演
を
行

っ
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
旅
の
ド
ク
タ
ー

と
し
て
高
名
な
荻
原
理
江
氏
が
構
成
す
る

「ト
ン
ツ
キ
ン
グ
の
医
学
」
が
現
場
の
ツ

ア
ー
リ
ー
ダ
ー
の
参
加
も
得
て
注
目
を
浴

び
た
。
浜
口
欣

一
氏
の
会
長
講
演
で
は
高

所
ト
レ
ツ
キ
ン
グ
で
話
題
を
呼
ん
で
い
る

「ダ
イ
ア
モ
ツ
ク
ス
の
功
罪
」
が
取
り
上

げ
ら
れ
ホ
ッ
ト
な
論
議
を
呼
ん
だ
。
日
本

で
も
高
所
障
害
に
対
す
る
標
準
的
対
処
法

の
勧
告
が
必
要
な
時
期
に
き
て
い
る
と
思

わ
れ
る
。

今
回
目
玉
と
な

っ
た
ラ
イ
ブ
、
槍
ヶ
岳

診
療
所
、
常
念
診
療
所
、
信
州
大
学
病
院

救
急
部
、
そ
し
て
会
場
の
慈
恵
大
学
高
木

南
講
堂
を
衛
星
回
線
で
結
ぶ
、
遠
隔
医
療

診
断
シ
ス
テ
ム
の
実
演
は
、
き
れ
い
な
槍

の
映
像
も
楽
し
め
て
技
術
的
に
は
成
功
と

い
えヽ
卜
で
つ
。

日
本
登
山
医
学
研
究
会
が
新
し
く
編
ん

だ

『登
山
の
医
学
』
が
当
日
発
売
さ
れ
た
。

日
本
の
山
、
海
外
の
ト
レ
ツ
キ
ン
グ
で
起

こ
り
う
る
疾
患
と
そ
の
対
策
を
網
羅
し
た

小
冊
子
で
あ
る
。
日
本
語
で
書
か
れ
た
手

ご
ろ
な
も
の
が
な
か
っ
た
だ
け
に
、
待
望

の
書
と
し
て
歓
迎
さ
れ
る
。
（増
山
　
茂
）

日
力
含
同
ア
ル
バ
ー
タ

登
山
隊
に
記
者
が
同
行

五
月
十
七
日
、
ア
ル
バ
ー
タ
二
〇
〇
〇

実
行
委
員
会
が
開
か
れ
た
。
八
月
の
日
本
・

カ
ナ
ダ
合
同
ア
ル
バ
ー
タ
峰
登
山
に
、
サ

ン
ケ
イ
新
聞
社
か
ら
記
者

一
名
、
カ
メ
ラ

マ
ン
一
名
が
Ｂ
Ｃ
ま
で
同
行
す
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
た
。
六
月
二
十
八
日
、
カ
ナ
ダ

大
使
館
に
て
カ
ナ
ダ
大
使
主
催
の
登
山
隊

激
励
会
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
た
。

（増
山
　
茂
）

平
成
十
二
年
総
会
を
終
え
て

フ
オ
ト
ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ
は
創
立
以
来
八

年
目
、
会
員
も
現
在
七
十
名
を
超
え
、
創

作
活
動
も
年
毎
に
盛
ん
に
な
り
ま
し
た
。

五
月
十
二
日
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
ル
ー
ム
で
年
次

総
会
を
開
催
。
組
織
の
活
性
化
を
図
る
た

め
新
た
に
副
代
表
を
設
け
、
川
嶋
新
太
郎

会
員
を
選
出
、
運
営
委
員
も
更
新
し
て
、

新
年
度
に
向
け
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

ク
ラ
ブ
の
主
行
事

・
写
真
展
は
、
昨
年

十

一
月
末
に
開
催
し
た
東
京

・
西
新
宿
三

省
堂
文
化
会
館
会
場
を
皮
切
り
に
、
年
次

晩
餐
会
、
年
が
明
け

一
月
に
は
伯
音
国
山

岳
美
術
館
、
四
月
上
旬
に
麹
町
フ
オ
ト
ギ

ャ
ラ
リ
ー
、
五
月
下
旬
に
は
上
野
松
阪
屋

の
夏
山
相
談
所
で
展
示
、
夏
期
に
は
上
高

地
山
岳
研
究
所
で
開
く
予
定
で
す
。

月
例
会
で
は
、
会
員
相
互
の
情
報
交
換
、

ま
た
ス
ラ
イ
ド
上
映
に
よ
る
勉
強
会
を
行

い
、
作
品
づ
く
り
の
糧
と
し
て
い
ま
す
。

今
年
の
年
次
晩
餐
会
で
は
、
全
国
支
部

に
呼
び
か
け
た
写
真
展
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

秀
作
が

一
堂
に
展
示
さ
れ
る
と
思
わ
れ
ま

　

劉

す
が
、
会
員
も
期
待
さ
れ
る
よ
う
な
作
品

　

Ｈ

づ
く
り
で
頑
張

っ
て
ゆ
く
つ
も
り
で
す
。

（代
表

・
羽
田
栄
治
）

六
日
町
周
辺
の

ク
ロ
カ
ン
ス
キ
ー
ツ
ア
ー

四
月
七
日
～
九
日
の
二
泊
三
日
、
六
日

町
温
泉
国
際

ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
の
内
山
所

長
の
ご
尽
力
と
地
元
の
方
々
の
ご
協
力
を

得
て
、
総
勢
二
十

一
名
、
早
春
の
越
後
の

山
並
み
を
眺
め
つ
つ
、
ス
キ
ー
ツ
ア
ー
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
。

今
回
は
六
日
町
温
泉
国
際

ユ
ー
ス
ホ
ス

テ
ル
を
基
地
に
行
わ
れ
、
私
た
ち
夫
婦
は
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名
古
屋
か
ら
七
日
夜
に
参
加
し
た
。

翌
八
日
、
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
前
庭
で
足

慣
ら
し
の
後
、
巻
機
山
麓
の
清
水
地
区
か

ら
桜
坂

へ
登
る
。
割
引
沢
の
奥
に
屹
立
す

る
天
狗
岩
は
壮
観
で
あ

っ
た
。

九
日
は
魚
沼
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
を
栃
窪
峠

～
十
日
町
展
望
台
～
上
越
国
際
ス
キ
ー
場

大
沢
ゲ
レ
ン
デ
ま
で
往
復
。
春

の
陽
に
、

自
銀
に
映
え
る
八
海
山
、
中
ノ
岳
、
巻
機

山
、
前
山
の
金
城
山
な
ど
の
眺
望
を
堪
能

し
た
。

山
げ
ら
の
会
の
公
募
に
初
参
加
し
た
私

ど
も
は
、
勝
手
の
違
う
歩
く
ス
キ
ー
に
翻

弄
さ
れ
つ
つ
も
、
野
鳥
の
囀
り
、
マ
ン
サ

ク
の
花
な
ど
を
愛
で
つ
つ
、
歩
き
滑

っ
て

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
の
醍
醐
味
の

一
端
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
大
変

楽
し
い
ツ
ア
ー
だ

っ
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
　

　

（妹
尾
幸
雄

・
律
子
）

新
緑
の
丹
沢
ヘ

年
度
別
同
期
会
の
活
躍
ぶ
り
が
機
関
誌

「山
」
の
紙
面
を
賑
わ
す
よ
う
に
な

っ
て

久
し
く
な
り
ま
す
。
そ
の
先
駆
け
と
な

っ

た
と
自
負
し
て
い
る
９２
同
期
の
面
々
十
二

名
は
、
五
月
十
四
日
、
記
念
す
べ
き
第
十

回
山
行
を
丹
沢
で
実
施
。
新
緑

一
色
の
山

路
を
全
員
で
踏
み
じ
め
、
春
真

っ
盛
り
の

山
塊
を
存
分
に
味
わ

っ
て
き
ま
し
た
。

９２
同
期
会
の
メ
ン
バ
ー
に
こ
だ
わ
ら
な

い
、
と
い
う
方
針
を
数
年
前
に
打
ち
出
し
、

以
来
さ
ま
ざ
ま
な
方
が
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と

し
て
催
し
物
に
参
加
し
ま
し
た
。
今
回
も

９７
同
期
会
の
メ
ン
バ
ー
ニ
名
が
加
わ
わ
り
、

会
を
大
い
に
盛
り
上
げ
て
く
れ
た
こ
と
に

感
謝
し
て
い
ま
す
。

冬
眠
あ
け
で
足
腰
が
十
分
鍛
え
ら
れ
て

い
な
い
、
と
い
う
少
数
派
の
意
見
？
を
尊

重
し
、
今
回
は
ヤ
ビ
ツ
峠
か
ら
二
の
塔
、

三
の
塔
を
経
て
大
倉
に
下
る
と
い
う
、
足

に
負
担
の
か
か
ら
な
い

一
般
コ
ー
ス
を
選

択
し
ま
し
た
。
予
想
に
反
し
、
全
コ
ー
ス

を
通
じ
て
登
山
道
を
行
き
来
す
る
人
に
は

わ
ず
か
し
か
巡
り
合
わ
ず
、
そ
の
分
マ
イ

ベ
ー
ス
で
路
傍
の
石
、
岩
間
に
咲
く
山
野

草
を
心
行
く
ま
で
観
賞
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

今
ま
で
あ
ま
り
気
に
と
め
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
日
を
凝
ら
す
と
登
山
道
周
辺

に
は
ア
ケ
ビ
が
大
変
多
い
こ
と
に
気
づ
き

驚
き
ま
し
た
。
紫
色
の
小
花
を
藤
の
花
そ

っ
く
り
に
順
に
下
を
向
い
て
咲
い
て
い
る

の
が
観
察
さ
れ
、
ホ
ウ
ノ
キ
が
自
く
大
き

な
花
弁
を
草
戦
の
よ
う
な
葉
の
先
か
ら
天

に
向
か
っ
て
勢
い
よ
く
開
い
て
い
る
の
に

も
、
山
あ
い
の
そ
こ
か
し
こ
で
目
に
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
混
雑
し
た
日
な
ど

に
は
、
足
を
止
め
て
仰
ぎ
見
る
こ
と
な
ど

と
て
も
許
さ
れ
な

い
こ
と
で
し
ょ
う
が
、

私
た
ち
の
場
合
は
大
変
恵
ま
れ
て
い
た
と

い
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

折
か
ら
標
高

一
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
付
近

で
は
桜
が
見
頃
で
あ

っ
た
の
も
、
今
回
の

山
行
を
有
意
義
な
も
の
に
す
る
こ
と
の

一

つ
に
な

っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
下
旬

に
な
る
と
、
何
事
も
な
か
っ
た
よ
う
に
そ

の
白
い
花
弁
を
撒
き
散
ら
し
、
花
で
覆
わ

れ
て
い
た
枝
々
は
青
葉
で
埋
め
尽
く
さ
れ
、

そ
こ
に
大
島
桜
の
巨
本
が
あ

っ
た
こ
と
な

ど
誰

一
人
思
わ
ず
、
振
り
返
る
こ
と
も
せ

ず
に
歩
き
過
ぎ
て
い
っ
て
し
ま
う
こ
と
で

しヽ
よ
つヽ
。

な
お
、
少
々
意
地
汚
い
話
で
恐
縮
で
す

が
、
某
先
輩
手
作
り
の
山
椒
の
漬
け
物
は

い
つ
も
の
こ
と
な
が
ら
二
重
丸
の
逸
品
で
、

こ
れ
が
目
当
て
で
山
行
を
心
待
ち
に
す
る

人
も
少
な
く
な
い
こ
と
も
。
人
柄
の
場
合

が
そ
う
で
す
が
、
え
も
い
わ
れ
ぬ
味
や
香

り
に
は
人
を
惹
き
つ
け
る
何
か
が
あ
る
も

の
で
す
ね
。
　
　
　
　
　
　
（召
田
俊
雄
）

寄
贈
品
三
点
の
ご
紹
介

金
光
義
朗
会
員
（四
五
八
四
）よ
り
Ｆ
六

号
の
油
絵

「ケ
ル
ン
」
を
ご
寄
贈
い
た
だ

き
ま
し
た
。
現
在
、
上
高
地
山
研
の
食
堂

に
展
示
し
て
あ
り
ま
す
。

中
林
秀
介
会
員
（
三
二
一
三
二
）よ
り
中

川
八
郎
作

「日
本
ア
ル
プ
ス
」
と
い
う
作

品
を
印
刷
し
た
古
い
絵
葉
書
の
ご
寄
贈
が

あ
り
ま
し
た
。

貴
重
な
資
料
と
し
て
大
切
に
保
管
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

「日
中
友
好
登
山
」
計
画
に
つ
い
て

学
生
部
指
導
委
員
会

会
報

「山
」
五
月
号

（六
六
〇
号
）

で
お
知
ら
せ
し
た

二
〇
〇
〇
年
秋

の

「日
中
学
生
友
好
登
山
」
計
画
は
、
中
国

側

の
準
備
が
整
わ
な

い
た
め
延
期
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

中
国
登
山
協
会

・
曽
曙
生
主
席
よ
り
、

今
回
の
計
画
に
つ
い
て
は
適
当
な
時
期

に
延
期
す
る
が
、
今
後
も
日
中
学
生

の

登
山
交
流
を
続
け
て
ゆ
き
た

い
、
と
の

丁
重
な
書
簡
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

北 ア ル プ ス 自馬 連 峰

ゆつくりとした登山をお楽しみください。

素泊り、山行中の継続

駐車もできます。もよ

……° 0ひまわリ
長野県北安曇郡自馬村神城 22114‐17
TEL (0261)75-2292(代 )

FAX(0261)75-3284
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リン・ヒルの20世紀

写真 0文 江本嘉伸

二
十
世
紀
の
代
表
的
な
ク
ラ
イ
マ
ー
は

誰
か
、
と
問
か
れ
た
ら
、
ど
う
答
え
る
だ

ろ
う
か
。
ラ
イ
ン
ホ
ル
ト

・
メ
ス
ナ
ー
を

あ
げ
る
だ
ろ
う
か
、
あ
る
い
は
ガ
ス
ト

ン

・
レ
ビ

ュ
フ
ア
だ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も

歴
史
的
意
味
を
取

っ
て
、
ジ

ョ
ー
ジ

・
マ

ロ
リ
ー
、
ヘ
ル
マ
ン

・
ブ
ー
ル
を
思
う
だ

ろ
う
か
。

複
数
あ
げ
て
い
い
と
し
た
ら
ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
の
世
界
を
長
い
時
間
リ
ー
ド
し
続
け

た
女
性
と
し
て
、
リ
ン

・
ヒ
ル
は
欠
か
せ

な
い
だ
ろ
う
。
四
月
末
の
こ
と
だ
が
、
そ

の
ヒ
ル
が
ス
ポ
ー
ツ
用
品
店
の
開
店
イ
ベ

ン
ト
で
十
年
ぶ
り
に
来
日
し
た
。
人
工
壁

を
難
な
く
登

っ
て
み
せ
、
降
り
立

っ
た
と

こ
ろ
を
立
ち
話
さ
せ
て
も
ら

っ
た
。

一
メ
ー
ト
ル
五

一
セ
ン
チ
と
小
柄
。
深

い
、
青
い
目
が
印
象
的
な
人
で
あ
る
。
間

も
な
く
四
十
歳
に
な
る
は
ず
だ
が
、　
一
段

と
哲
学
的
な
風
貌
を
強
め
て
い
る
印
象
を

持

っ
た
。

ヒ
ル
は
、
九
二
年
に
あ
ら
ゆ
る
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ

・
コ
ン
ペ
か
ら
退
い
て
い
る
。
以

後
ベ
ト
ナ
ム
、
モ
ロ
ッ
コ
、
マ
ダ
ガ
ス
カ

ル
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
な
ど
世
界
各
地
を
旅
し
な
が
ら
、
自
然

の
中
で
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を
続
け
て
き
た
。

「十
年
間
人
々
の
暮
ら
し
に
つ
い
て
学
ん

だ
。
い
ろ
い
ろ
な
文
化
が
あ
り
、
世
界
を

知

っ
た
こ
と
は
素
晴
ら
し
か
っ
た
。
冒
険

そ
の
も
の
の
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
も
体
験
し
た

し
」コ

ン
ペ
と
い
う
の
は
、
人
工
の
も
の
で

ロ
ッ
ク
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
と
は
自
分
は
呼
ば

な

い
。
外

の
岩
を
登
り
た
か

っ
た
の
で

コ
ン
ペ
に
は
出
な
い
こ
と
に
な

っ
た
、
と

ヒ
ル
は
言
う
。
コ
ン
ペ
に
出
て
い
る
選
手

た
ち
は
も

っ
ぱ
ら
人
工
の
岩
場
で
技
を
競

う
た
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
し
て
い
て
、
外

の
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
に
は
ほ
と
ん
ど
行
か
な

い
も
の
だ
、
と
も
。

「私
の
知

っ
て
い
る
範
囲
で
コ
ン
ペ
と
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
を
両
立
さ
せ
て
い
る
の
は
、

平
山

ユ
ー
ジ
だ
け
で
は
な
い
か
し
ら
。
彼

リン・
軽やかに人口壁

,ヒル。
を登ってみせた。

は
ほ
ん
と
に
オ
ー
ル
ラ
ウ
ン
ド
な
ク
ラ
イ

時
は
二
位
に
甘
ん
じ
た
が
、
以
後
九
〇
年

マ
ー
で
す
。
エ
ル
キ
ヤ
ピ
タ
ン
の
サ
ラ

代
初
め
ま
で
、
ヒ
ル
は
世
界
各
地
の
ク
ラ

テ

・
ル
ー
ト
を
ほ
と
ん
ど
オ
ン
サ
イ
ト

イ
ミ
ン
グ

ｏ
コ
ン
ペ
を
総
な
め
に
し
た
。

（下
見
、
試
登
な
し
に
い
き
な
り
登
る
こ

と
り
わ
け
九
〇
年
フ
ラ
ン
ス
の
リ
ヨ
ン
で

と
）
で
登
っ
た
時
も
ナ
チ
ュ
ラ
ル

・
プ
ロ

開
か
れ
た
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
、
男
で
も

テ
ク
シ
ョ
ン
を
使
い
、　
一
方
で
は
ヨ
ー
ロ

ト
ッ
プ
の
二
人
し
か
完
登
で
き
な
か
っ
た

ッ
パ
に
住
ん
で
コ
ン
ペ
に
備
え
て
い
た
の

男
子
決
勝
ル
ー
ト
を
見
事
に
制
し
て
優
勝

だ
か
ら
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
た
時
の
こ
と
は
、
今
も
語
り
草
と
な
っ

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
郊
外
で
育
っ
た
リ
ン

・

て
い
る
。
男
の
で
き
る
ル
ー
ト
を
や
り
、

ヒ
ル
は
少
女
時
代
か
ら
水
泳
、
体
操
、
中

男
に
も
で
き
な
い
困
難
に
ぶ
つ
か
っ
て
ゆ

距
離
走
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
に
打
ち
込
み
、
く
の
が
、
リ
ン

・
ヒ
ル
の
真
骨
頂
だ
。

優
れ
た
身
体
能
力
を
培
っ
た
。
ウ
エ
イ
ト
　
　
コ
ン
ペ
を
引
退
し
た
後
も
、
活
躍
は
続

リ
フ
テ
ィ
ン
グ
に
も
挑
戦
し
、
ベ
ン
チ
プ

く
。
九
二
年
に
は
エ
ル
キ
ャ
プ
に
戻
っ
て

レ
ス
で
記
録
を
出
し
た
こ
と
も
あ
る
。
最

ノ
ー
ズ
を
フ
リ
ー
で
登
り
き
り
、
翌
年
に

も
役
立
っ
た
の
は
お
そ
ら
く
体
操
の
経
験

は
同
じ
ノ
ー
ズ
の

「ワ
ン
デ
イ

・
ア
セ
ン

だ
ろ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卜
」
を
や
っ
て
の
け
た
。
最
近
で
は
九
八

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を
始
め
た
の
は
十
四
歳

年
に
エ
ル
キ
ャ
プ
の
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
に
失

の
時
、
ジ
ョ
シ
ュ
ア
ツ
リ
ー
の
岩
場
で
だ

敗
し
た
あ
と
、
有
名
な
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の

っ
た
。
身
体
機
能
に
加
え
て
精
神
の
集
中

メ
ッ
カ
、
キ
ャ
ン
プ
４
に
あ
る

「ミ
ッ
ド

カ
が
際
立
っ
て
い
た
。
じ
き
に
当
時
最
高

ナ
イ
ト
ラ
イ
テ
イ
ン
グ
」
と
い
う
六
メ
ー

難
度
だ

っ
た

「５

・
１
０
」
に
達
し
た
。
ト
ル
の
ボ
ル
ダ
ー
を
女
性
で
初
め
て
完
登

十
六
歳
の
年
に
ヨ
セ
ミ
テ
に
行
き
、　
一
九

し
た
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
な
い
、
と
い
う
。

七
〇
年
代
の
最
後
、
マ
リ
ー

・
ジ
ン
ジ
ヤ
　
「身
長
が
低
い
か
ら
無
理
か
な
、
と
思
っ

―
ズ
と
と
も
に
エ
ル
キ
ヤ
プ
テ
ン
正
面
の

て
い
た
の
が
う
ま
く
で
き
た
。
エ
ル
ニ
ー

有
名
な
「ノ
ー
ズ
」
を
完
登
、次
い
で
「シ
ー
　
ニ
ョ
が
で
き
な
か
っ
た
か
ら
こ
そ
登
れ
た

ル
ド
」
を
女
性
と
し
て
初
め
て
登
り
き
り
、
ん
だ
、
と
す
ご
く
嬉
し
か
っ
た
」

一
躍
そ
の
名
を
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
　
　
ほ
ぼ
四
半
世
紀
を
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
最

コ
ン
ペ
に
初
め
て
参
加
し
た
の
は
、　
一　
前
線
に
生
き
て
き
た
リ
ン

・
ヒ
ル
。
今
、

九
八
六
年
、
フ
ラ
ン
ス
で
だ
っ
た
。
女
性

頭
を
占
め
て
い
る
の
は
書
い
て
い
る
本
の

ク
ラ
イ
マ
ー
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
で
大
人
気

こ
と
だ
と
い
う
。
小
さ
な
天
才
女
性
ク
ラ

の
実
力
者
、
カ
ト
リ
ー
ヌ

・
デ
ス
テ
ィ
ヴ

イ
マ
ー
の
秘
密
が
著
書
で
ど
れ
ほ
ど
明
ら

ェ
ル
と
の
対
決
が
話
題
と
な
っ
た
。
こ
の

か
に
な
る
の
か
、
楽
し
み
だ
。
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JAC
支部だより

口
Ｈ
団

平
成
十
二
年
度
定
期
総
会

秋
田
支
部
の
平
成
十
二
年
度
定
期
総
会

が
四
月
二
十
二
日
午
後
四
時
か
ら
、
市
内

の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
開
催
さ
れ
た
。

冒
頭
、
支
部
三
役
か
ら
昨
年
の
支
部
設

立
四
十
周
年
記
念
行
事
終
了
の
お
礼
や
今

後
の
運
営
協
力
要
請
が
あ
り
、
早
速
議
事

に
入

っ
た
。

昨
年
度
の
事
業
報
告
で
は
、
設
立
四
十

周
年
記
念
に
関
わ
る
記
念
山
行
や
記
念
標

柱
設
置
、
韓
国
雪
岳
山
、
五
台
山
登
山
報

告
、
男
鹿
市
で
行

っ
た
記
念
式
典
、
祝
賀

会
の
状
況
な
ど
が
報
告
さ
れ
、
収
支
決
算

報
告
、
同
監
査
報
告
と
と
も
に
満
場

一
致

で
承
認
さ
れ
た
。

次
い
で
提
案
さ
れ
た
十
二
年
度
の
事
業

計
画
案
で
は
、
台
湾
の
大
武
山
、
韓
国
の

全国各地の支部から,独 自の活動状況を

リポー トします。

漢
撃
山
と
俗
璃
山
の
親
善
登
山
、
紀
年
や

干
支

の
こ
だ
わ
り
山
行
、
会
報

の
発
行
、

本
会
の
各
種
事
業

へ
の
積
極
参
加
な
ど
が

承
認
さ
れ
た
。

一
方
、
少
額
の
予
算
規
模
の
な
か
で
の

唯

一
の
自
主
財
源

（？
）
で
あ
る
支
部
会

費
額
の
値
上
げ

（千
五
百
円
に
）
を
提
案
、

こ
れ
を
含
ん
だ
予
算
案
も
、
満
場

一
致
で

承
認
さ
れ
た
。

本
年
度
は
新
し
い
節
目
の
第

一
歩
、
新

千
年
紀
の
始
ま
り
で
も
あ
る
。
ま
こ
と
に

縁
起
が
い
い
。
こ
の
機
会
に
、
日
本
山
岳

会
の
趣
旨
と
秋
田
支
部
の
存
在
を
再
確
認

し
、
磐
石
の
組
織
を
継
続
さ
せ
る
こ
と
を

参
加
者
全
員
で
誓
い
あ

っ
た
。

＊
会
員
総
数
七
十
二
名
、
出
席
会
員
二
十

名
、
委
任
状
三
十
五
名
。
　

（鈴
木
要
三
）

■
Ｈ団

総
会
で
工
藤
文
昭
新
支
部
長
を
選
出

四
月
二
十
三
日
、
熊
本
市
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
熊

本
会
館
で
平
成
十
二
年
度
支
部
総
会
を
開

催
し
た
。
十
二
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

は
、
恒
例
の
年
中
行
事
に
加
え
、
昨
年
に

引
き
続
い
て
、
残
り
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に

な

っ
た
県
境
踏
査
を
実
施
す
る
こ
と
が
決

ま

っ
た
。

ま
た
今
期
は
役
員
改
選
期

に
あ
た
り
、

こ
れ
ま
で
八
年
間
の
長
き
に
わ
た

っ
て
支

部
長
を
務
め
た
本
田
誠
也
会
員
が
退
任
し
、

新
し
く
第
六
代
支
部
長
に
工
藤
文
昭
会
員

（八

一
九
〇
）
が
就
任
し
た
。
支
部
長
以

下
の
役
員
は
次
の
と
お
り
。

支

部

長
　
　
　
　
　
　
　
　
工
藤
文
昭

副
支
部
長
　
　
　
　
　
　
　
　
神
谷
平
吉

常
務
委
員

（事
務
局
）
　
　
　

田
上
敏
行

委
　
　
員
　
　
　
門
脇
愛
子
　
馬
場
博
行

広
永
峻

一　

太
田
章
雄

会
計
監
事
　
　
　
　
　
　
　
藤
本
多
加
志

京
都
支
部
会
員
を
迎
え

て

猪
肉
と
球
磨
焼
酎
の
タ
ベ

き

っ
か
け
は

一
月
に
行
わ
れ
た
支
部
新

年
晩
餐
会
後
の
二
次
会
の
席
だ

っ
た
。

初
め
て
支
部
の
例
会
に
出
席
し
た
京
都

支
部
の
能
田
会
員

（昨
年
四
月
に
熊
本

ヘ

転
勤
、
現
在
熊
本
支
部
会
友
）
を
囲
ん
で

飲
ん
で
い
た
が
、
話
が
盛
り
上
が

っ
た
と

こ
ろ
で
人
吉
在
住
の
藤
本
会
員
か
ら
、
市

房
山
麓
の
湯
山
で
猪
肉
と
球
磨
焼
酎
の
会

を
開
催
し
、
能
田
会
員
を
歓
迎
し
よ
う
、

と
の
提
案
が
あ

っ
た
。

酒
に
ま
つ
わ
る
話
は
す
ぐ
に
ま
と
ま
る

の
が
わ
が
支
部
の
伝
統
で
、
そ
の
あ
と
計

画
は
と
ん
と
ん
拍
子
に
進
み
、
さ
ら
に
嬉

し
い
こ
と
に
京
都
か
ら
も
四
人
の
応
援
部

隊

（斎
藤
惇
生
、
四
手
井
靖
彦
、
野
村
誠

人
、
能
田
直
子
）
が
駆
け
つ
け
て
く
れ
る

こ
と
に
な

っ
た
。

四
月
十
五
日
、
熊
本
空
港
に
降
り
立

っ

た
京
都
支
部
の

一
行
を
出
迎
え
、
新
緑
の

五
家
荘
を
経
由
し
て
夕
刻
、
市
房
山
麓
湯

山
温
泉
の
ロ
ッ
ジ
風
民
宿
に
到
着
し
た
。

総
勢
二
十

一
名
の
参
加
と
あ

っ
て
、
い

さ
さ
か
狭
く
感
じ
ら
れ
る
ほ
ど
の
会
場
で
、

本
田
支
部
長
に
よ
る
歓
迎
の
挨
拶
と
京
都

支
部

一
行
の
紹
介
の
後
、
早
速
、
猪
肉
と

球
磨
焼
酎
の
夕
べ
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。

次
々
と
配
ら
れ
て
く
る
猪
肉
、
鹿
肉
、

地
鳥
、
鮎
、
山
菜
な
ど
の
山
の
珍
味
を
肴

に
、
本
場
の
球
磨
焼
酎
も
次
第
に
ピ
ツ
チ

が
上
が
り
、
よ
く
飲
み
、
よ
く
食
べ
、
よ

く
歓
談
し
て
、
本
当
に
楽
し
い
ひ
と
時
を

rtt,ut?u.'tt Y 18,000 ;rrf,,trt
nro2't\*lj+. tf . FAx.ttT.tit

株式会 社 石 神 丼 計 器 製 作 所 可召L驚:轟覇 十醸 魁 配認 ヨlR号

重量 78g、

つや消じ黒 ¥17.000 送料 ¥600

コンバスグラス HB-3
広視界10°の明るい視野に目盛が

重なって見えます。見た目標が

そのまま正しい磁気方位です。
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市房山 (1731m)の 頂上で

過
ご
し
た
。

翌
十
六
日
は
絶
好
の
登
山
日
和
に
な

っ

た
。
湯
山
集
落
の
す
ぐ
背
後
に
葺
え
る
市

房
山

（
一
七
三

一
メ
ー
ト
ル
）
は
熊
本
、

宮
崎
県
境
に
位
置
し
、
標
高
こ
そ
県
内
第

二
だ
が
、
そ
の
品
格
、
歴
史
か
ら
見
て
県

内
第

一
の
名
山
で
あ
る
。
登
山
口
か
ら
山

頂
ま
で
の
標
高
差
が

一
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル

あ
り
、
二
日
酔
い
の
体
に
は
少
々
こ
た
え

る
の
を
覚
悟
し
て
歩
き
始
め
る
。
四
合
目

に
あ
る
市
房
神
社
に
至
る
巨
大
な
杉
並
本

の
参
道
を
経
て
、
ブ
ナ
、
ツ
ガ
の
見
事
な

天
然
林
の
中
の
急
登
を
次
第
に
高
度
を
稼

ぎ
、
ほ
ぼ
標
準
タ
イ
ム
で

一
等
三
角
点
の

山
頂
に
立

っ
た
。
斎
藤
前
会
長
の
発
声
で
、

今
西
流
直
伝
の
頂
上
到
達
の
儀
式
を
行

っ

た
後
、
各
人
適
当
に
落
ち
着
い
て
楽
し
い

食
事
と
な
り
、
後
は
四
方
山
話
に
ふ
け

っ

た
。帰

り
は
稜
線
続
き
の
ニ
ツ
岩
ま
で
縦
走

し
て
下
る
平
均
年
齢
六
十
歳
以
下
の
若
者

組
と
、
そ
の
ま
ま
下
る
中
高
年
組
に
分
か

れ
て
下
山
し
、
再
び
登
山
口
で
合
流
し
た

と
こ
ろ
で
解
散
し
た
。

今
回
の
京
都
支
部
と
の
合
同
登
山
は
日

頃
、
他
支
部
と
交
流
の
少
な
い
地
方
の
支

部
に
と

っ
て
、
ま
た
と
な
い
交
換
の
機
会

と
な
り
、
実
に
楽
し
い
二
日
間
だ

っ
た
。

お
忙
し
い
な
か
遠
く
か
ら
参
加
し
て
い

た
だ
い
た
京
都
支
部
の
皆
さ
ま
に
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
　

　

　

（田
上
敏
行
）

冒
＝団

石
鎚
山
へ
遠
征
登
山

森
本
市
郎
チ
ー
フ
リ
ー
ダ
ー
ほ
か
十
八

名
は
、
五
月
二
十

一
日
か
ら
六
月
二
日
に

か
け
て
、
四
国
の
最
高
峰
石
鎚
山

（
一
九

八
二
メ
ー
ト
ル
）

へ
遠
征
登
山
を
行

っ
た
。

一
行
は
、
五
月
二
十

一
日
午
後
三
時
に

岐
阜
県
庁
駐
車
場
に
集
合
し
、
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
で
出
発
。
大
阪
南
港
か
ら
四
国
オ
ン

ン
ジ
フ
エ
リ
ー

（泊
）
で
愛
媛
県
東
予
港

へ
渡
り
、
松
山
市
を
経
て
石
鎚
ス
カ
イ
ラ

イ
ン
ヘ
入
り
、
登
山
口
で
あ
る
土
小
屋

ヘ

六
月

一
日
午
前
九
時
に
到
着
し
た
。

昨
夜
来
雨
で
あ

っ
た
が
、
低
気
圧
が
東

の
海
上

へ
進
み
、
西
か
ら
移
動
性
高
気
圧

翻 駆四擬瘤Ю

発電小屋の電灯に

川の力強さを実感

管理人

木村太郎・弥生

「冬

の
間
は
何
を
し
て
い
る
の
で
す

か
？
」
と
会
員
の
方
に
よ
く
聞
か
れ
ま

す
。山

研
の
開
所
期
間
は
四
月
末
か
ら
十

月
末
ま
で
。
そ
れ
以
外
の
半
年
間
は
実

家
の
あ
る
東
京
で
、
そ
れ
ぞ
れ
ア
ル
バ

イ
ト
を
し
て
い
ま
す
。
お
互
い
に
別
々

の
仕
事
で
す
が
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
設
置

の
ア
ル
バ
イ
ト
は
二
人
そ
ろ
っ
て
の
仕

事
で
し
た
。

土
台
を
作
り
、
パ
ネ
ル
を
屋
根
の
上

に
運
ん
だ
り
と
比
較
的
単
純
な
作
業
で

す
が
、
設
置
後
の
取
り
付
け
ら
れ
た
パ

ネ
ル
が
太
陽
の
光
を
受
け
て
キ
ラ
キ
ラ

と
輝
く
の
を
見
る
と
、
そ
の
達
成
感
は

何
と
も
い
え
な
い
も
の
で
し
た
。

私
た
ち
が
ア
ル
バ
イ
ト
に
太
陽
光
パ

ネ
ル
設
置
を
選
ん
だ
の
は
、
や
は
り
山

研
で
始
ま

っ
た
ミ
ニ
水
力
発
電
が
大
き

く
影
響
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
そ
の
工

事
に
多
少
な
り
と
も
携
わ
る
こ
と
が
で

き
た
こ
と
で
、
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対

す
る
関
心
が
ぐ
ん
と
高
ま
り
ま
し
た
。

昨
年
の
十

一
月
末
に
発
電
小
屋
が
完

成
し
、
試
運
転
も
大
成
功
。
そ
し
て
五

月
十
五
日
の
月
曜
日
に
、
地
元
安
曇
村

の
有
馬
村
長
や
環
境
庁

の
広
野
所
長
、

電
力
会
社
、
上
高
地
の
旅
館

・
ホ
テ
ル

や
各
施
設
の
関
係
者
、
新
聞
社
、
テ
レ

ビ
局
な
ど
の
招
待
者
を
迎
え
て

「ミ
ニ

水
力
発
電
装
置
完
工
式
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
五
十
名
以
上

の
出
席
が
あ
り
、

こ
こ
で
も
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー

ヘ
の
関
心

の
高
さ
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。

山
研
か
ら
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
も
離
れ

て
い
る
善
六
沢
支
流
か
ら
水
を
取
り
、

そ
の
水
の
力
を
借
り
て
毎
時

一
キ
ロ
ワ

ッ
ト
を
発
電
し
て
い
ま
す
。
発
電
小
屋

に
展
示
さ
れ
る
ボ
ッ
ク
ス
に
六
〇
ワ
ッ

ト
電
球
十
個
が
灯

っ
て
い
る
の
を
見
る

と
、
そ
こ
に
川
の
力
強
さ
が
映
し
出
さ

れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

こ
の
水
力
発
電
装
置
を
通
じ
て
、
改

め
て
自
然
の
持

つ
豊
か
さ
を
感
じ
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。
山
研
の
生
活
用
水
に
も

利
用
し
て
い
る
善
六
沢
の
清
水
を
、
極

力
汚
さ
な
い
た
め
の
努
力
を
し
て
行
こ

う
と
思
い
ま
し
た
。
洗
剤
の
量
を
減
ら

す
工
夫
を
し
た
り
、
洗
剤
の
代
わ
り
に

炭
や
酢
を
使
う
と
い
っ
た
方
法
を
取
り

入
れ
る
な
ど
で
き
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
、

川
の
恩
恵
に
ほ
ん
の
少
し
で
も
応
え
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

水
力
発
電
を
通
じ
て
、
川
の
豊
か
さ
、

強
さ
、
そ
し
て
脆
さ
も
感
じ
て
い
ま
す
。
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に
覆
わ
れ
て
、
今
朝
は
快
晴
の
登
山
日
和

に
恵
ま
れ
、
気
温
は

一
七
度
前
後
と
さ
わ

や
か
な
朝
で
あ

っ
た
。
こ
の
あ
た
り
標
高

約

一
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

登
山

の
身
支
度
を
整
え

て
出
発
し
た
。

道
幅

一
メ
ー
ト

ル
ほ
ど
の
歩
き
や
す

い
、

よ
く
整
備
さ
れ
た
石
鎚
銀
座
で
あ
る
。
ブ

ナ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
、
ウ
ラ
ジ

ロ
モ
ミ
、
カ

エ

デ
、
シ
ロ
モ
ジ
、
リ

ョ
ウ
ブ
な
ど
樹
木
の

な
か
を
登
る
。
た
く
さ
ん
の
う
ぐ
い
す
が

梢
で
さ
え
ず

っ
て
い
た
。
メ
ボ
ソ
ム
シ
ク

イ
の
鳴
き
声
も

「ジ

ュ
リ
、
ジ

ュ
リ
」
と

高
く
樹
木
の
中
で
さ
え
ず

っ
て
い
る
。

一
九
二
六
メ
ー
ト
ル
の
鶴
ノ
子
ノ
頭
の

北
側
の
森
林
帯
を
抜
け
る
と
、
前
方

（西

方
向
）
に
、
石
鎚
山
の
全
容
を
望
む
こ
と岐阜から四国の石鎚山へ遠征 ?

が
で
き
た
。
後
方

（北
東
方
向
）
に
は
瓶

が
森
の
容
姿
を
望
む
こ
と
が
で
き
た
。
登

る
に
し
た
が

っ
て
樹
木
は
低
本
と
な
り
、

と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
ツ
ツ
ジ
の
花
が
赤
く
美

し
く
咲
い
て
い
た
。
石
鎚
山
北
壁
直
下
を

ト
ラ
バ
ー
ス
し
て
、
二
の
鎖
小
屋
前
の
鳥

居

へ
着
い
た
。
大
き
な
鉄
製
の
鎖
を
伝

っ

て
登
る
ル
ー
ト
は
避
け
て
、
右
に
巻
い
て

い
る
緩
や
か
な
登
り
を
、
ハ
シ
ゴ
伝
い
に

登

っ
て
頂
上

へ
着
い
た
。　
一
九
八
二
メ
ー

ト
ル
の
天
狗
岩
を
往
復
し
、
弥
山
の
石
鎚

神
社
前

へ
正
午
ち
ょ
う
ど
に
全
員
が
そ
ろ

い
、
万
歳
を
し
て
昼
食
に
し
た
。
石
鎚
山

頂
か
ら
の
四
方
の
景
色
を
楽
し
ん
だ
後
下

山
に
か
か
り
、
土
小
屋

へ
三
時
に
下
山
し

た
。高

知
市
ま
で
下

っ
て
、
ホ
テ
ル
三
翠
園

に
宿
泊
。
皿
鉢
料
理
と
地
酒
を
い
た
だ
い

て
十
分
に
く
つ
ろ
い
だ
。

翌
二
日
は
四
国
第
二
の
高
峰
、剣
山

（
一

九
五
四
メ
ー
ト
ル
）

へ
も
登
り
、
再
び
高

知
市

へ
引
き
返
し
て
、
高
知
港
か
ら
大
阪

高
知
特
急
フ
ェ
リ
ー

（泊
）
で
三
日
の
早

朝
に
大
阪
南
港

へ
着
き
、
岐
阜

へ
帰

っ
た
。

（清
水
芳
彦
）

田
目
団

新
・
支
部
ル
ー
ム
で

総
会
を
開
催

四
月
十
五
日
十
六
時
か
ら
、
秀
岳
荘
自

石
店
ミ
ー
テ
イ
ン
グ
ル
ー
ム
に
お
い
て
、

本
年
度
の
支
部
総
会
を
開
催
し
た
。
同
店

三
階
の
新

ｏ
支
部
ル
ー
ム
の
披
露
も
か
ね

た
集
会
で
あ
る
。
会
員
五
十
五
名
が
出
席

し
、
熱
心
な
討
議
が
続
け
ら
れ
た
。

は
じ
め
に
新
妻
支
部
長
か
ら
、
昨
年
実

施
の
支
部
三
十
周
年
事
業
で
、
記
念
登
山

（七
月
二
、
四
日
）
、
記
念
祝
賀
会

（七
月

二
十
日
）
、
記
念
誌

『北
海
道
山
岳
』
発

行

の
報
告
と
支
援
感
謝

の
挨
拶
が
あ
り
、

議
事
に
入

っ
た
。

次
い
で
事
務
局
長
か
ら
報
告
、
提
案
事

項
の
説
明
が
あ
り
、
次
の
よ
う
な
質
疑
応

答
が
あ

っ
た
。

Ｑ

　

『山
岳
』
（第
九
四
号
）二
三
七
ペ
ー

ジ
の
支
部
だ
よ
り
の
中
で
、
支
部
事
務
局

長
の
文
章
に

〈北
海
道
四
支
部
制
の
実
現

に
よ
り
〉
と
あ
る
が
、
東
西
南
北
の
四
支

部
に
独
立
す
る
と
い
う
の
は
総
会
決
定
事

項
か
？

支
部
長
　
総
会
で
は
決
定
し
て
い
な

い
。

二
〇
〇
五
年
の
日
本
山
岳
会
百
周
年
に
向

け
て
、
道
南
、
道
北
、
道
東
地
区
の
会
員

数
を
増
加
す
る
よ
う
に
努
力
し
、
実
績
に

よ

っ
て
検
討
課
題
に
し
よ
う
と
い
う
方
向

性
を
示
し
た
も
の
で
、
〈四
地
区
の
充
実

を
図

っ
て
い
く
〉
と
訂
正
す
る
。

Ｑ
　
予
算
に
占
め
る
予
備
費
の
率
が
大
き

く
な
い
か
。
予
備
費
の
目
的
は
。

支
部
長
　
新
し
い
事
業
と
し
て
、
親
子
登

山
教
室
の
開
催
、
中
高
年
登
山
者
に
対
す

る
啓
蒙
活
動
、
高
山
植
物
盗
掘
防
止
ネ

ッ

ト
ワ
ー
ク
委
員
会

に
対
す
る
支
援
活
動
、

さ
ら
に
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
だ
が
遭

難
対
策
諸
費
用
の
内
容
を
想
定
し
て
い
る
。

新
支
部
委
員
会
で
検
討
し
て
、
新
年
度
に

向
け
て
新
た
な
項
目
を
設
定
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

平
成
十
二
年
度
委
員
会
構
成

支
部
長
＝
　
新
妻
　
徹

副
支
部
長
＝
高
澤
光
雄
　
向
井
成
司

事
務
局
長
　
長
谷
川
雄
助

（会
計
、
庶
務
、

ル
ー
ム
担
当
各

一
名
）

監
査
委
員
＝
井
後
幸
太
郎
、
金
井
哲
夫

こ
の
他
、
山
行
委
員
＝
六
名
、
道
東
、
道

西
、
道
南
、
道
北
担
当
＝
各

一
名
、
集
会

担
当
委
員
＝
四
名
、
海
外
委
員
＝

一
名
、

自
然
保
護
委
員
＝
二
名
、
編
集
委
員
＝
四

名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（長
谷
川
雄
助
）

34ペ

|からキlIマンジャロ、マッタ"ホILンまで
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ル
ー
ト
フ
ア
イ
ン
デ
ィ
ン
グ
考

・
中

■
Ｒ
Ｆ
と
創
造
力

将
棋
の
定
跡
は
理
論
に
裏
付
け
ら
れ
た

科
学
で
あ
る
。
し
か
し
人
が
生
き
る
喜
び

は
科
学
の
支
配
を
超
え
た
と
こ
ろ
、
創
造

の
領
域
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
文
盲
の

天
才

「王
将
」
の
坂
田
三
吉
は
定
跡
の
価

値
は
認
め
つ
つ
も
、
奇
想
天
外
な
妙
手
の

発
明
を
偏
愛
し
、
大

一
番
に
な
る
と
世
間

を
ア
ッ
と
驚
か
せ
る
手
を
指
し
た
。
彼
は

科
学
の
奴
隷
に
な
る
こ
と
を
拒
否
し
、
想

像
の
世
界
に
遊
ぶ
こ
と
を
無
上
の
喜
び
と

し
た
。

と
こ
ろ
で
Ｒ
Ｆ
で
の
虎
狼
狐
の
違
い
は

端
的
に
い
う
と
次
の
よ
う
に
な
る
の
で
は

あ
る
ま
い
か
。

狐
―
地
図
と
磁
石
に
よ
る
Ｒ
Ｆ
Ｉ
定
跡

（科
学
）
の
ド
メ
イ
ン

狼
基

一迷
い
と
試
行
錯
誤
―
科
学
と
創
造

パ
ウ
ン
ダ
リ
ー

・
ゾ
ー
ン

の
境

界

域

虎
―
地
図
を
使
わ
ず
自
分
の
日
で
Ｒ
Ｆ
Ｉ

創
造

ｏ
自
然

へ
の
同
化
の
ド
メ
イ
ン

◇

読
図
―
地
形
図
、
磁
石
、
高
度
計
に
よ

る
Ｒ
Ｆ
。
科
学
的
な
方
法
が
不
可
欠
な
も

の
で
も
な
く
、
最
上

の
も
の
で
も
な

い
。

地
形
図
と
山
の
局
地
、
現
場
と
の
ギ
ャ
ッ

プ
を
洞
察
と
試
行
錯
誤
で
埋
め
つ
つ
行
く

橋
村

一
豊

狼
ク
ラ
ス
は
狐
よ
り
ず

っ
と
全
地
形
対
応

（オ
ー

ル
テ
レ
イ

ン
）
で
タ

フ
で
あ
る
。

最
上
位
に
く
る
の
が
、
地
形
図
な
ど
と
は

無
縁
で
、
自
分
の
日
で
見
て
す
ぐ
に
判
断

し
ル
ー
ト
を
探
し
当
て
、
行
き
た
い
と
こ

ろ
へ
行
く
虎
ク
ラ
ス
の
人
で
あ
る
。
わ
が

宇
治
長
次
郎

（山
案
内
人
）
や
、
か
の
デ

ル
ス
ウ

・
ウ
ザ
ー
ラ

（狩
人
）
は
虎
ク
ラ

ス
の
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
だ

っ
た
。

故

・
桑
原
武
夫
会
員
は
学
者
と
し
て
は

傑
出
し
た
名
文
家
で
あ
り
、
「尾
上
郷
川

と
中
ノ
川
」
と
い
う
名
紀
行
文
が
あ
る
（初

出

『山
岳
』

一
九
二
〇
年
。
尾
上
郷
川
は

自
山
の
別
山
に
発
源
し
て
庄
川
に
注
ぐ
長

い
谷
、
中
ノ
川
は
大
汝
峯
に
発
し
て
北
流

し
蛇
谷
と
合
し
て
尾
添
川
に
な
る
）
。

立
山
山
麓
か
ら
呼
び
寄
せ
た
長
次
郎
を

頭
と
す
る
先
祖
栄
治
、
山
本
重
松
三
名
を

人
夫
と
し
た
彼
ら
五
人
は

一
九
二
九
年
八

月
、
下
山
ル
ー
ト
と
し
て
中
ノ
川
を
下

っ

た
。
下
半
の
廊
下
を
半
分
ま
で
下

っ
た
と

こ
ろ
で
、
そ
こ
か
ら
下
は
雨
で
増
水
す
る

と
渡
渉
で
流
さ
れ
る
危
険
が
あ
る
こ
と
に

気
づ
い
て
、
雨
の
中
を
混
濁
し
て
増
水
し

た
危
険
な
渡
渉
を
繰
り
返
し
つ
つ
湯
の
谷

出
合
い
ま
で
引
き
返
し
た
。
そ
こ
に
泊
ま

っ
て
尾
根
道
に
出
て
下
山
し
た
。
翌
日
そ

の
尾
根
道
か
ら
中
ノ
川
を
見
下
ろ
し
、
昨

日
の
引
き
返
し
点
は
ど
の
辺
だ
ろ
う
と
皆

で
論
議
し
て
い
る
時
、
長
次
郎
が
や
っ
て

き
て
、
は

っ
き
り
と

「あ
そ
こ
ま
で
」
と

指
し
た
の
に
、
桑
原
は
い
た
く
感
心
す
る
。

長
次
郎
は
立
山
山
麓
の
住
人
で
中
ノ
川
は

初
見
で
あ

っ
た
ろ
う
。
し
か
し
彼
の
眼
は

前
日
の
大
汝
峯
か
ら
中
ノ
川
廊
下
に
至
る

行
程
で
、
自
山
北
方
稜
線
の
す
べ
て
の
尾

根
の
繋
が
り
、
谷
の
切
れ
込
み
を
視
野
に

収
め
て
、
全
地
形
を
心
象
地
図

（メ
ン
タ

ル
マ
ッ
プ
）
と
し
て
既
に
頭
の
中
に
掴
ん

で
い
た
か
に
思
え
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば

ナ
マ
の
山
で

一
見
の
下
に
、
あ
る
地
点
を

特
定
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
こ
で
注

意
す
べ
き
こ
と
は
、
長
次
郎
の
的
確
な
Ｒ

Ｆ
が
、
直
観
力
や
霊
感
に
よ

っ
て
い
る
も

の
で
は
な
い
こ
と
、
あ
く
ま
で
山
の
観
察

を
ベ
ー
ス
に
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ

の
眼
力
の
鋭
さ
は
人
間
離
れ
し
て
は
い
る

が
…
。
こ
う
い
う
人
物
に
、
地
形
図
は
無

用
で
あ
る
。

デ
ル
ス
ウ

・
ウ
ザ
ー
ラ
は
文
字
を
持
た

な

い
沿
海
州
の
少
数
民
族

（ナ
ナ
イ
人
、

南
方
ツ
ン
グ
ー
ス
の

一
部
族
）
で
、
原
始

的
な
森
の
狩
人
だ
が
人
間
性
が
高
尚
で
徳

が
高
い
。
彼
は
ア
ル
セ
ー
ニ
ェ
フ
の
率
い

る
ロ
シ
ア
探
検
隊
を
先
導
し
て
、
日
本
の

本
州
に
匹
敵
す
る
広
さ
の
シ
ホ
テ

・
ア
リ

ニ
山
脈
の
原
生
林
を
往
く
。
絶
え
間
な
い

Ｒ
Ｆ
の
旅
だ
が
、
デ
ル
ス
ウ
の
日
は
類
稀

な
る
正
確
さ
で
目
的
地

へ
の
最
短
ル
ー
ト

を
見
つ
け
出
す
。
ア
ル
セ
ー
ニ
ェ
フ
は
驚

き
怪
し
ん
で
そ
の
判
断
の
根
拠
を
問
う
が
、

い
つ
も
返

っ
て
く
る
答
は
強
力
で
周
密
な

観
察
と
、
そ
れ
に
基
づ
く
総
合
判
断
だ

っ

た
。
動
物
的
直
感
な
ど
で
は
な
い
の
だ
。

（ウ
ラ
ジ
ミ
ー
ル

・
ク
ラ
ウ
ジ

ェ
ウ
イ
ッ

チ

ｏ
ア
ル
セ
ー
ニ
ェ
フ
著
、
長
谷
川
四
郎

訳

『デ
ル
ス
ー

・
ウ
ザ
ー
ラ
』
河
出
書
房

新
社

　
一
九
七
五
、
絶
版
）

人
間
が
自
然
と
混
然

一
体

に
な
る
時
、

自
然
の
仕
組
み
が
よ
く
見
え
て
的
確
な
Ｒ

Ｆ
が
可
能

に
な
る
の
で
は
あ
る
ま

い
か
。

こ
の

一
体
化
す
る
心
境
と
は
「実
相
観
入
」

（斎
藤
茂
吉

の
和
歌
論
）
と
か
、
自
然

（客
体
）
へ
の

「住
´

経ヽ

卜
・一狙

猛

一訂

Ｍ

・
ポ
ラ
ン
ニ
ー

「暗
黙
知
の
次
元
」

一

九
六
六
）
と
い
う
よ
う
な
、
科
学
的
手
段

を
介
す
る
こ
と
の
な

い
接
近
で
あ
ろ
う
。

長
次
郎
や
デ
ル
ス
ウ
の
よ
う
な
超

級

虎

■ヽ_

イラス ト・村上直温
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は
容
易
に
接
近
し
、
住
み
こ
ん
で
自
然
と

一
体
化
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
私
な
ど

平
凡
な
狼
ク
ラ
ス
は
、
作
図
を
通
じ
て
自

然
に
か
か
わ

っ
て
ゆ
く
の
が
直
線
的
早
道

の
よ
う
に
思
う
。

■
作
図
が
も
た
ら
す

コ
ン
バ
ー
ン゙
ヨ
ン

教
習
効
果
と
知
識

変

換

私
の
い
た
大
学
の
山
岳
部
で
は
、
今
は

違
う
が
、
そ
の
当
時
に
は
非
常
に
濃
密
な

山
行
を
し
て
い
た
。
二
年
生
の
終
期
に
な

る
と
部
山
行
と
個
人
山
行
を
合
わ
せ
て
二

百
日
か
ら
二
百
五
十
日
の
山
行
日
数
に
達

し
て
い
た
。
三
年
、
四
年
に
な
る
と
、　
一

年
に
百
五
十
日
か
ら
百
八
十
日
は
山
に
入

る
。
四
年
間
の
通
算
で
六
百
日
に
達
す
る

登
山
経
験
は
、
社
会
人
山
岳
会
の
十
年
分

に
相
当
す
る
。
し
か
も
山
行
レ
ベ
ル
は
高

い
。
二
年
生
の
終
期
に
は
、　
一
般
登
山
者

の
五
年
以
上
の
経
験
に
相
当
す
る
も
の
と

見
て
、
四
年
生
や
先
輩
の
監
視
の
下
に
行

列
の
先
頭
に
立

っ
た
り
、
ル
ー
ト
エ
作
を

先
導
し
た
り
、
ザ
イ
ル
の
ト
ッ
プ
を
任
せ

た
り
し
て
Ｒ
Ｆ
を
や
ら
せ
る
。
適
性
の
な

い
者
に
は
そ
こ
そ
こ
の
指
導
に
止
め
、
素

質
の
あ
る
者
を
集
中
的
に
、
何
人
も
の
指

導
者
の
眼
が
行
き
届
い
た
状
況
で
鍛
錬
し

て
ゆ
く
。
そ
う
い
う
周
到
で
濃
密
な
教
育

方
法
の
中
で
、
私
た
ち
が
発
見
し
た
の
は
、

ル
ー
ト
図
の
作
製
を
や
ら
せ
、
そ
の
改
善

を
指
導
す
る
と
、
そ
れ
を
や
ら
な
い
の
に

較
べ
Ｒ
Ｆ
の
力
は
三
倍
早
く
向
上
す
る
と

い
う
こ
と
だ

っ
た
。◇

作
図
指
導
に
は

一
緒
に
登

っ
た
者
か
既

に
そ
の
ル
ー
ト
を
経
験
し
た
者
が
当
た
る

の
が
最
も
よ
い
。
山

へ
行
く
前
に
作
図
を

し
て
ゆ
き
、
そ
れ
を
使

っ
て
登
れ
ば
、
下

山
後
の
修
正
図
は
的
確
で
わ
か
り
や
す
く

な
る
。
作
図
し
た
者
の
頭
に
は
山
の
現
場

状
況
に
即
し
て
行
わ
れ
た
思
考
の
過
程
―

観
察

・
識
別

・
進
路
の
決
定
―
が
し
っ
か

り
と
根
づ
く
。
す
な
わ
ち
暗
黙
知

（タ
シ

ッ
ト

・
ナ
レ
ツ
ジ
）
が
個
人

（教
師
）
か

ら
集
団

（受
講
者
た
ち
）
に
共
同
化

（ソ

シ
ア
リ
ゼ
ー
ト
）
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ

し
て
よ
く
で
き
た
作
図
が
残
れ
ば
、
そ
れ

は
共
有
体
験
の
外
に
い
る
第
二
者
に
も
伝

達
可
能
な
形
式
知

（
エ
ク
ス
プ
リ
シ
ッ

ト

・
ナ
レ
ツ
ジ
）
と
な

っ
て
変
換

（
コ
ン

バ
ー
ト
）
さ
れ
た
と

（不
完
全
な
部
分
は

残
る
と
し
て
も
）
見
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
は
あ
る
ま
い
か
。

作
図
の
価
値
は
次
の
四
点
に
要
約
で
き

よ
う
。

一
、
山
の
観
察
力
が
つ
く
。
観
察
す
る
要

点
が
明
確
化
し
、
ま
た
不
必
要
な
情
報
の

ふ
る
い
分
け

（ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
）
が
早

く
な
る
。

二
、
山
の
構
造
と
そ
の
山
が
位
置
す
る
山

域
の
全
体
像
が
心
象
地
図

（メ
ン
タ
ル
マ

ッ
プ
）
と
し
て
形
成
さ
れ
、
方
向
感
覚
が

正
確
に
な
る
。

三
、
平
面
的
距
離
に
加
え
て
、
比
高

（比

較
高
度
の
略
。
相
対
高
度
と
も
い
う
。
あ

る
地
点
と
他
の
地
点
の
高
度
差
、
米
俗
で

は
ヴ
ア
ー
テ
イ
カ
ル
ド
ロ
ッ
プ
）
を
把
握

す
る
こ
と
で
山
の
ス
ケ
ー
ル
と
空
間
的
広

が
り
が
掴
め
る
。

四
、
山
々
の
印
象
は
時
の
経
過
に
つ
れ
て

薄
れ
、
Ａ
山
と
Ｂ
山
と
Ｃ
山
の
こ
と
が
入

り
交
じ
っ
て
混
同
し
た
り
す
る
。
作
図
を

や
っ
て
お
け
ば
、
応
用
の
き
く
知
見
と
し

て
記
憶
が
蓄
え
ら
れ
、
Ｒ
Ｆ
の
武
器
に
な

る
。中

高
年
者
の
日
本
百
名
山
登
り
を
見
て

い
る
と
行
動
の
類
型
は
登
山
だ
が
、
志
向

は
寺
廻
り
で
、
登
山
の
精
神
が
空
洞
化
し

て
い
る
。
最
も
安
直
な
ル
ー
ト
か
ら
三
角

点
の
往
復
を
も

っ
ぱ
ら
に
す
る
。
山
の
他

の
側
、
別

の
ル
ー
ト
に
は
興
味
が
な

い
。

も

っ
ぱ
ら
ガ
イ
ド
本
や
指
導
標
を
頼
る
か
、

先
行
者
の
尻
ば
か
り
を
追
う
団
体
登
山
で

は
、
精

一
杯
の
速
度
で
歩
く
の
で
、
山
や

自
然
を
観
察
す
る
の
が
お
ろ
そ
か
に
な

っ

て
い
る
。
「早
く
頂
上
に
着
き
た
い
」
「早

く
山
小
屋
に
入
り
た
い
」

「早
く
下
山
し

て
家
に
帰
り
た
い
」
…
と
そ
う
い
う
寺
廻

り
志
向
の
行
き
着
く
先
は

「早
く
お
墓
に

入
り
た
い
」
と
な
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

山
の
自
然
と

一
体
化
す
る
喜
び
を
欠
い
た

百
名
山
登
山
は
、
深
み
が
な
く
、
Ｒ
Ｆ
の

力
は
全
然
進
歩
し
な
い
。

■
訂
正
　
五
月
号
三
ペ
ー
ジ
の
表
最
下
段

刀
，①
”
ひ
∪
①
∽
０
”
「計①
∽
　
〃∪
一∽
Ｏ
Ｏ
Ｃ
「∽
　
Ｑ
①

一Φ
　
〓
０

，
ｏ
Ｑ
①
〃
は
一”
の
誤
り
で
す
。

―一 ― ●新ハイキング選書 ●一 一
日

藤丼寿夫著

中央線の山を歩く

読み″き志、た

A5判 0286頁・定価 1680円 (税込)

中央線の山を歩いて50年、中央線の山107座 の

紀行と案内。朝立ち、日帰りの範囲内、あまり
登山者の歩かれていない山に重点を置いてい

る。読物としても楽しい。 最新刊 増刊出来

一 一 ●深 田 ク ラ ブ 編 ● 一 ――

深■久弥の研究

飯島斉 高澤光雄 高辻謙輔 深田クラブ編集部共著

A5判 0387頁 0定価1680円 (税込)

深田久弥の研究に造詣の深い三氏が、深田クラ

ブ会報に、永年にわたり発表された成果をまと

めたもの。深田久弥はこの一冊で全貌を顕す。

新ハイキング社
東京都北区滝野川 7…6-13

電話 OFAX 03(3915)8110
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五
月
理
事
会
議
事
録

日
時

平
成
十
二
年
五
月
十
日
十
八
時
三

十
分
よ
り
二
十

一
時
ま
で

場
所

日
本
山
岳
会
会
議
室

［出
席
者
］
　

大
塚
会
長
、
小
倉
、
大
森
、

竹
内
各
副
会
長
、
西
村
、
村
井

（龍
）
、

森
、
宮
崎
、
高
原
、
村
井

（葵
）
、
宮
下
、

鯵
坂
、
増
山
、
坂
井
、
松
原
、
河
西
、
坂

本
各
理
事
、
神
崎
、
中
村
各
監
事
、
平
山
、

中
川
、
平
野
各
常
任
評
議
員

［委
任
］
　

高
遠
、
勝
山
各
理
事
、
吉
永
、

田
邊
各
常
任
評
議
員

【審
議
事
項
】

一
、
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施

（西
村
）

別
添
資
料
に
よ
り
提
案
さ
れ
た
。
実
施

概
要
と
し
て
、
目
的
は
、
会
員
構
成
、
会

員
の
ニ
ー
ズ
等
の
現
状
を
把
握
し
、
中
長

期
の
ビ
ジ

ョ
ン
づ
く
り
の
基
礎
資
料
と
す

る
。
実
施
時
期
は
平
成
十
二
年
十

一
月
と

し
、
そ
の
組
織
は

「会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
実

行
委
員
会

（委
員
長

・
西
村
常
務
理
事
、

委
員

・
村
井

（龍
）
、
森
、
宮
崎
各
常
務

理
事
、
高
原
、
村
井

（葵
）
各
理
事
、
遠

藤
総
務
委
員
）
」
と
し
、
総
務
委
員
会
が

サ
ポ
ー
ト
す
る
。　
　
　
　
　
　
　
承
認

二
、
山
岳
四
団
体
に
よ
る

「ヒ
マ
ラ
ヤ
登

山
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
に
つ
い
て
（坂
井
）

日
本
ヒ
マ
ラ
ヤ
協
会
よ
り
、
「海
外
登

山
情
報
セ
ン
タ
ー

（仮
称
）
」
設
立
を
想

定
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
実
施
の
協
力
依

頼
が
あ

っ
た

（別
添
資
料
に
よ
る
）
。
有

意
義
な
こ
と
と
判
断
し
た
の
で
、
各
団
体

の
費
用
負
担

（
一
団
体
約
五
万
円
）
に
つ

い
て
審
議
願
い
た
い
。
　
　
　
　
　
承
認

三
、
青
年
部
理
事
の
委
嘱

　

（大
塚
会
長
）

二
月
よ
り
空
席
に
な

っ
て
い
た
青
年
部

担
当
理
事
を
、
常
務
理
事
会
か
ら
推
挙
が

あ

っ
た
松
原
指
導

・
遭
難
対
策
担
当
理
事

に
委
嘱
す
る
。
青
年
部
は
重
要
な
セ
ク
シ

ョ
ン
と
の
理
解
の
も
と
、
理
事
会
と
し
て

重
点
協
力
を
す
る
。
　
　
　
　
　
　
承
認

四
、
共
同
通
信
社
よ
り
の
写
真
撮
影
許
可

願
い
に
つ
い
て

（西
村
）

標
記
に
つ
き
、
エ
ベ
ン
ス
ト
登
頂
三
十

周
年
特
集
記
事
用
に
当
会
所
有
の
写
真
集

の
撮
影
許
可
願
い
が
あ

っ
た
。
　

　

承
認

【報
告
事
項
】

一
、
会
長
諮
問
の
表
彰
制
度
検
討
結
果
に

つ
い
て

（西
村
、
高
原
）

四
月
十
五
日
開
催
し
た
標
記
検
討
会
で

次
の
事
項
を
決
定
し
た
。
な
お
、
同
日
開

催
の
評
議
員
会
に
お
い
て
了
承
さ
れ
た
。

山岳博物館散歩・ 3

大町山岳博物館は、北アルプスの

麓にたたずむ岳都、長野県大町市に

あ ります。大町は北アルプスヘの登

山基地 として、登山の黎明期である

明治時代 より多 くの登山家が訪れて

います。

大町山岳博物館が開館 したのは、

約 50年前の昭和26年 11月 1日 。誕

生の背景には、地元青年を中心 とし

た市民の奉仕的な活動があ りました。

戦後の混沌 とした時代にあって、戦

地か ら戻った青年たちは新 しい文化

を渇望 してい ました。その情熱 は

「博物館建設による地域文化の向上」

という目標 とな り、大町に山岳博物

館を設置する動 きへつながっていき

ました。山に関わる資料の収集や研

究が続けられ、ついに山岳博物館の

開館 となったのです。

現在 「山と登山」の展示 コーナー

では、昭和初期、北アルプスに実在

した山小屋を再現するなど、当時の

資料を通 して 日本登山史の遍歴をご

覧いただけます。 また、「山岳の自

然」 と題 した展示では、北アルプス

の高山から山麓に生息する動植物を、

ジオラマなどでご紹介 しています。

なお、東京のスイス政府観光局が

管理 していたスイス・アルプス博物

館が3月 閉館 とな り、所蔵品すべて

が当館に移管され ました。ヨーロッ

パ・アルプスに関わる展示資料がさ

らに充実。分類整理が済んだ後、閲

覧に供することになるで しょう。

(館長・倉科和夫 )

市立大町山岳博物館

イ主戸斤:¬戸398-0002
長野県大町市大字大町8056-1

■L:0261-22-0211
Fソ Xゝ:0261-21-2133
開館時間 :9時～ 17時

休館 日 :4～ 9月 無休

11月 ～翌 3月  月曜 日 (祝 日の

場合は翌 日土 日の場合を除 き休館、

年末年始 )

入館料 :大人400円  高校生300円

小中学生200円

交通 :JR大糸線、信濃大町駅 よ り

徒歩25分 (タ クシー5分 )

長野 自動車道豊科 ICよ り、アル

プスパ ノラマロー ド糸魚川方面ヘ

30分 (無料駐車場あ り)
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①
現
行
の
規
定
類

（
「名
誉
会
員
推
薦
等

に
関
す
る
内
規
」
「会
長
特
別
表
彰
に
関

す
る
内
規
」
「秩
父
宮
記
念
山
岳
賞
実
施
大

綱
、
実
施
細
則
」
）
の
文
面
は
変
え
な
い

で
、
運
用
で
会
長
の
意
向
を
反
映
さ
せ
る
。

②
名
誉
会
員
の
推
薦
年
齢
を
七
十
五
歳
以

上
と
す
る

（会
長
経
験
者
は
除
く
）
旨
を

内
規
に
明
記
す
る
。

③
名
誉
会
員
は
評
議
員
、
役
員
に
は
就
任

し
な
い
。
（内
規
に
明
記
し
な
い
）

④
会
長
特
別
賞
の
受
賞
者
を
、
会
員
名
簿

等
に
記
載
す
る
。

二
、
日
中
友
好
登
山
二
十
周
年
記
念
事
業

に
つ
い
て

（西
村
）

四
月
十
三
日
、
曽
主
席
と
標
記
事
業
の

打
ち
合
わ
せ
を
行
っ
た
。
五
月
末
に
中
国

山
岳
協
会
役
員
改
選
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、

事
業
に
対
す
る
中
国
側
の
回
答
が
遅
れ
る

こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。

三
、
行
事
参
加
報
告
と
予
定

（西
村
）

①
四
月
二
十
二
日
開
催
の
岐
阜
支
部
総
会

に
大
塚
会
長
が
出
席
し
た
。

②
五
月
十
三
日
開
催
の
勤
労
者
山
岳
連
盟

四
十
周
年
行
事
に
竹
内
副
会
長
、
五
月
二

十
七
日
、
二
十
八
日
開
催
の
山
梨
支
部
本

暮
碑
前
祭
に
高
原
理
事
が
参
加
予
定
。

四
、
各
委
員
会
報
告

総
務
委
員
会

（西
村
、
高
原
）

支
部
長
会
議
の
開
催
を
五
月
二
十
日
十

時
三
十
分
よ
り
水
道
橋
グ
リ
ー
ン
ホ
テ
ル

に
お
い
て
開
催
す
る
。
各
支
部
と
の
意
見

交
換
に
時
間
を
多
く
と
り
た
い
。

財
務
委
員
会

（村
井
龍
）

①
今
月
度
の
会
計
報
告
が
あ
っ
た
。

②
中
長
期
の
予
測
事
項
と
し
て
、会
費
（会

員
数
）
の
延
び
が
芳
し
く
な
い
。
入
会
者

は
あ
る
が
、
退
会
者

（死
去
等
に
よ
る
）

が
多
く
、
こ
の
十
年
で
増
え
た
会
員
数
は

一
千
四
百
二
名
に
と
ど
ま
る
。

③
銀
行
金
利
が
悪
く
、
基
金
関
連
の
目
減

り
が
目
立
つ
。

④
築
７
年
を
迎
え
る
山
研
施
設
の
維
持
管

理
費
が
今
後
多
く
見
込
ま
れ
る
。

会
報
編
集
委
員
会

（村
井
葵
）

五
月
号
は
日
中
友
好
登
山
、
橋
村

一
豊

氏

「ル
ー
ト
フ
ア
イ
ン
デ
イ
ン
グ
」
。

海
外
連
絡
委
員
会

（増
山
）

①
四
月
二
十
日
、
ア
メ
リ
カ
の
登
山
家
ジ

ム

・
ウ
イ
ッ
タ
カ
ー
氏
が
当
会
を
訪
問
し
、

大
塚
会
長
、
海
外
連
絡
委
員
会
メ
ン
バ
ー

と
懇
談
し
た
。

②
五
月
連
体
に
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
を
訪
問
し
、

登
山
協
会
の
カ
ズ
ベ
ク

・
バ
リ
ェ
フ
会
長

等
と
会
談
し
た
。

自
然
保
護
委
員
会

（河
西
）

シ
バ
プ
リ
基
金
が
今
年
度
は
打
ち
切
り

と
な
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
予
算
縮
小
を

余
儀
な
く
さ
れ
る
が
、
他
の
団
体
等
へ
お

願
い
す
る
こ
と
も
考
え
て
い
る
。

山
岳
編
集
委
員
会

（西
村
＝
高
遠
代
理
）

第
九
五
年
号
の
編
集
作
業
に
入
っ
た
。

百
年
史
委
員
会

（西
村
＝
高
遠
代
理
）

現
在
資
料
収
集
中
。　
一
部
は

『山
岳
』

に
発
表
す
る
。
今
年
度
中
に
百
年
史
刊
行

企
画
書
を
理
事
会
に
提
出
予
定
。
各
委
員

会
の
活
動
史
な
ど
は
担
当
理
事
の
協
力
を

お
願
い
す
る
。

ミ
ニ
水
力
発
電
実
行
委
員
会

（坂
本
）

「ミ
ニ
水
力
発
電
装
置
」
完
工
式
を
五
月

十
五
日
、
上
高
地
現
地
で
開
催
、
有
馬
安

曇
村
村
長
な
ど
約
六
十
名
の
出
席
予
定
。

山
研
委
員
会

（坂
本
）

四
月
二
十
九
日
、
山
研
は
オ
ー
プ
ン
し

た
。
今
年
は
雪
が
多
く
山
研
の
周
り
で

一

メ
ー
ト
ル
程
度
の
残
雪
が
あ

っ
た
。

科
学
委
員
会

（森
、
大
蔵
委
員
）

①
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「登
山
者
の
立
場
か
ら

山
の
ト
イ
ン
問
題
を
考
え
る
」
を
自
然
保

護
委
員
会
と
共
催
で
、
今
年
十

一
月
に
開

催
す
る
予
定
。

②
第
十

一
次

マ
ツ
キ
ン
リ
ー
気
象
観
測
機

器
設
置
登
山
隊
二
〇
〇
〇
年

（隊
長

・
大

蔵
喜
福
、
隊
員
九
名
）
の
計
画
が
別
添
資

料
に
よ
り
発
表
さ
れ
た
。

ア
ル
バ
ー
タ
実
行
委
員
会

（大
森
副
会
長
）

準
備
は
順
調
に
進
ん
で
い
る
。
募
金
は

現
在
百
七
十
六
万
円

（百
六
名
）
で
、
目

標
の
三
百
万
円
に
い
ま
少
し
だ
。
マ
ス
メ

デ
イ
ア
と
し
て
サ
ン
ケ
イ
新
聞
社
が
Ｂ
Ｃ

ま
で
取
材
し
た
い
と
申
し
入
れ
が
あ
る
。

五
、
そ
の
他

①
神
崎
、
中
村
両
監
事
よ
り
、
ネ
パ
ー
ル

シ
バ
プ
リ
に
お
け
る
石
楠
花
助
成
金
に
つ

い
て
の
監
査
実
施
報
告
が
あ

っ
た
。

②
鯵
坂
理
事
よ
り
、
立
教
大
学
ガ
ッ
シ
ャ

ー
ブ
ル
ム
Ⅱ
峰
登
山
隊
報
告
書
刊
行
の
案

内
が
あ

っ
た
。
同
隊
は
昨
年
度
の
海
外
登

山
基
金
の
助
成
を
受
け
た
。

■
会
員
異
動

物
故

今
村
和
子

（
一
一
四
九
八
）
９９

ｏ
Ｈ

・
２６

細
川
俊
彦

（七
九
九
二
）
００

ｏ
３

ｏ
６

畑
井
喬
雄

（
一
二
七
九
五
）
００

・
４

ｏ
ｌ５

湯
浅
充
泰

（二
三
八
二
）
００

・
４

・
２４

井
口
　
勇

（四

一
四
〇
）
００

・
５

・
１９

退
会

（５
月
３１
日
づ
け
）

池
田
　
進

（二
五

一
九
）

池
田
正
男

（五
〇
四
七
）

柳
沢
　
恵

（五
八
三
八
）

阿
岸
明
子

（六
〇
〇
五
）

伊
藤
紀
道

⌒六
四
二
九
）

原
喜
代
志

⌒七
〇
二
九
）

八
本
原
博
子

（七
〇
六
六
）

山
下
正
代

（九
九
六
三
）

内
野
祐
夫

（
一
〇
二
四
七
）

澤
田
　
清

（
一
〇
五
五
八
）

野
口
き
み

（
一
〇
六
五
七
）

大
森
周
作

（
一
〇
七
六
七
）

牧
内
　
薫

（
一
一
一
〇
〇
）

中
田
昌
男

（
一
一
二
〇
八
）

大
野
　
毅

（
一
二
五
三
七
）

終
身
会
員

滝
澤
信
三

（四
五
七
五
）

岡
田
博
司

（四
九
二
〇
）

鈴
木
耕
治

（四
九
五
五
）

佐
藤
兼
治

（五
〇
九
七
）

本
望
英
紀

（六
六
七
二
）
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田
■
■

餘

５

月

８

日

９

日

１０

日日日

１６

日

１７

日

２６

日

３０

日
15 13 12 11

日 日
18

日
25 24 23 22 19
日 日 日 日 日

総
務
委
員
会

常
務
理
事
会
　
ア
ル
パ
イ
ン
ス
ケ

ッ
チ
ク
ラ
ブ
　
９５
同
期
会

理
事
会
　
会
報
編
集
委
員
会
　
９９

同
期
会
　
ジ
ャ
ッ
ク
９３
会

学
生
部
　
山
の
自
然
学
研
究
会

総
務
委
員
会
　
フ
オ
ト
ビ
デ
オ
ク

ラ
ブ

新
日
本
山
岳
志
委
員
会

新
日
本
山
岳
志
委
員
会
　
山
げ
ら

百
年
史
委
員
会
　
図
書
委
員
会

集
会
委
員
会

山
研
運
営
委
員
会
　
三
水
会
　
ア

ル
パ
イ
ン
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

科
学
委
員
会
　
学
生
部
　
遭
難
対

策
委
員
会
　
ア
ル
パ
イ
ン
ス
ケ
ッ

チ
ク
ラ
ブ

資
料
委
員
会

フ
イ
ル
ム
ビ
デ
オ
委
員
会

自
然
保
護
委
員
会

学
生
部
　
９７
同
期
会

イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
小
委
員
会
　
学

生
部
　
９８
同
期
会
　
土
曜
会

山
の
自
然
学
研
究
会
　
フ
オ
ト
ビ

デ
オ
ク
ラ
ブ

ニ
火
会
　
有
志
閑
談
会
　
山
岳
編

集
委
員
会

５
月
来
室
者

５４７
名

lNFORMA丁 10N

イラスト・村上直温

◆
自
然
観
察
山
行

自
然
保
護
委
員
会

高
尾
山
を
歩
き
ま
す
。
身
近
で
あ
り
な

が
ら
自
然
が
い
っ
ぱ
い
、
植
生
も
豊
な
山

を
高
尾
森
林
セ
ン
タ
ー
の
方
が
案
内
し
て

く
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
九
月
二
日
０

集
合
　
京
工
高
尾
山
口
駅

・
九
時

解
散
　
京
工
高
尾
山
口
駅

・
十
六
時
予
定

申
込
　
八
月
末
日
ま
で
に
ｈ
か
ハ
ガ
キ
に

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明
記

の
上
、
川
越
尚
子
宛

（〒

一
八

五
‥
○
〇

一
一　
国
分
寺
市
本
多

三
‥
七

上
二
一　
ｈ
Ｏ
四
二
‐
三

二

一
‐
六
〇
五
九
）

◆
ビ
ー
ル
パ
ー
テ
ィ

山
研
運
営
委
員
会

晩
夏
の
風
物
詩
と
な
っ
た
ビ
ー
ル
パ
ー

テ
イ
を
今
年
も
ル
ー
ム
で
開
催
し
ま
す
。

生
ビ
ー
ル
を
飲
み
な
が
ら
、
楽
し
い
一
宵

を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
九
月
二
日
ω
　
十
七
～
十
九
時

場
所
　
日
本
山
岳
会
集
会
室

会
費
　
二
千
五
百
円

＊
申
込
は
不
要

◆
山
研
プ
チ

・
オ
ー
タ
ム
コ
ン
サ
ー
ト

山
研
運
営
委
員
会

秋
の
一
夜
、
ワ
イ
ン
と
弦
楽
四
重
奏
で

ホ
ー
ム
パ
ー
テ
イ
ー
を
開
き
ま
す
。
仲
間

と
焼
岳
や
穂
高
岳
を
組
み
合
わ
せ
て
、
コ

ン
サ
ー
ト
の
参
加
を
計
画
し
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
。
山
研
利
用
の
ク
ラ
ブ
ラ

イ
フ
を
満
喫
す
る
ち
ょ
っ
と
お
し
ゃ
れ
な

企
画
で
す
。

日
時
　
九
月
二
十
三
日
ω
　
十
九
時
開
演

会
場
　
上
高
地
山
岳
研
究
所

会
費
　
一
万
三
千
円

（
一
泊
二
食
、
コ
ン

サ
ー
ト
参
加
費
、
ワ
イ
ン
つ
き
）

申
込
　
九
月
十
日
ま
で
に
ハ
ガ
キ
に
住
所
、

電
話
、
氏
名
、
会
員
番
号
を
明
記

井
野
千
枝
子
宛

（〒

一
三
六

‐
〇

〇
七
六
　
江
東
区
南
砂

一
‥
五
‐

三
〇
‐
五
〇
九
）

＊
事
務
局
、
山
研
へ
の
問
合
せ
は
不
可

◆
「山
川
勇

一
郎
の
世
界
―
山
岳
風
景
と

中
国
の
風
物
」
展

油
彩
、
コ
ン
テ
、
水
彩
約
七
十
点
の
絵

画
を
展
示
し
ま
す
。
北
ア
ル
プ
ス
登
山
や

避
暑
に
信
濃
へ
お
出
か
け
の
折
に
、
ぜ
ひ

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

会
期
　
七
月
九
日
０
～
九
月
二
日
０

会
場
　
市
立
大
町
山
岳
博
物
館

（長
野
県

大
町
市
大
字
大
町
八
〇
五
六

肌

・
〇
二
六

下

三

下

ｏ
二

一
こ

〓
編
集
後
記
〓

通
常
総
会
も
無
事
終
わ
り
、
今
世
紀
最

後
の
年
度
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
総
会
に

集
ま

っ
た
老
若
男
女
は
夢
を
同
じ
く
す
る

紛
れ
も
な
い
自
然
児
と
認
識
で
き
、
会
場

に
は
心
豊
な
波
動
が
満
ち
て
い
ま
し
た
。

会
報
編
集
作
業
の
任
期
も
残
す
と
こ
ろ

一
年
、
最
終

コ
ー
ナ
ー
を
曲
が
り
か
け
て

い
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ

一
同
、
活
力
あ
る
ク

ラ
ブ
運
営
を
支
え
る
べ
く
、
読
み
応
え
の

あ
る
紙
面
づ
く
り
に
努
力
し
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
な
る
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

六
月
号
で
原
稿
の
締
め
切
り
は
前
月
の

十
日

（四
十
日
前
）
と
告
知
い
た
し
ま
し

た
が
、
原
稿
整
理
の
都
合
上
、
早
め
に
左

記
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

宛
て
先
　
村
井
葵

（〒

一
九
四

‥
○
〇
二

一
一　
町
田
市
森
野
三

‐
二

‐
一

ｈ
Ｏ
四
二

‐
七
三
二

‥
五
五
二
八
）

パ
ソ
コ
ン
で
原
稿
制
作
さ
れ
る
場
合
は

Ｅ
メ
ー
ル
で
奈
良
原
町
子
宛

Ｄ
”
「”
ｒ
”
「”
６
）【づ
く
の
。σ
一∞
〓Ｏ
σ
①
・コ
①
。」Ｕ

ｈ
Ｏ
三

‥
三
二
三
四

‥
八

一
一
三
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